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(57)【要約】
　本明細書には、調節性Ｔ細胞の産生の誘導のため並びに炎症性腸疾患などの病的免疫応
答に関連する疾患の治療及び／又は予防のための方法及び組成物が記載される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象におけるＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－粘膜固有層調節性Ｔ細胞の産生を誘導する方法
において、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カン
ピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロ
コッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃ
ｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ
）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏ
ｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌ
ｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏ
ｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バ
クテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバ
クター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリ
ウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテ
ロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バ
クテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ
）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）
、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉ
ｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ
）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆ
ｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇ
ｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂ
ｒｅｖｅ）からなる群から選択される細菌を含む組成物を前記対象に投与するステップを
含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記組成物がクロストリジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ）の細菌を含まないことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも１０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記組成物中の前記細菌の少なくとも２５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも５０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも７５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
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タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９９％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
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ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖ
ｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉ
ｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）
、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネ
トバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバク
テリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）及びパラ
バクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ
）からなる群から選択されることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）及びバクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｖｕｌｇａｔｕｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項１～８のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）及びエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａ
ｌｉｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記細菌がバクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）であ
ることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記細菌がカンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎ
ｉ）であることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記細菌がスタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　
ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）であることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記
載の方法。
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【請求項１５】
　前記細菌がエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）であることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記組成物が薬学的に許容可能な担体を更に含むことを特徴とする請求項１～１５のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記組成物が、前記細菌を添加した食品製品であることを特徴とする請求項１～１５の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記対象が、病的免疫応答に関連する疾患を有するか又はそれに罹り易い素因があるこ
とを特徴とする請求項１～１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記対象が炎症性腸疾患を有するか又はそれに罹り易い素因があることを特徴とする請
求項１又は１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記炎症性腸疾患が、クローン病、潰瘍性大腸炎、過敏性腸症候群、顕微鏡的大腸炎、
リンパ球性形質細胞性腸炎、セリアック病、膠原性大腸炎、リンパ球性大腸炎及び好酸球
性腸炎、分類不能大腸炎、感染性大腸炎、偽膜性大腸炎、虚血性炎症性腸疾患又はベーチ
ェット病であることを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記炎症性腸疾患がクローン病又は潰瘍性大腸炎であることを特徴とする請求項２０に
記載の方法。
【請求項２２】
　前記組成物が経口投与されることを特徴とする請求項１～２１のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項２３】
　前記組成物が直腸投与されることを特徴とする請求項１～１６又は１８～２１のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記細菌が複製能のある生細菌であることを特徴とする請求項１～２３のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項２５】
　前記対象が前記組成物の投与の１週間前未満に抗生物質を投与されていたことを特徴と
する請求項１～２４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記対象が前記組成物の投与の３日前未満に抗生物質を投与されていたことを特徴とす
る請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記対象がその腸内に存在する低いレベルの片利共生細菌を有することを特徴とする請
求項１～２６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２８】
　対象の炎症性腸疾患を治療又は予防する方法において、バクテロイデス・オバツス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌ
ｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈ
ｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロ
ン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・
ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォ
ルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌ
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ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂ
ａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される細菌
を含む組成物を前記対象に投与するステップを含むことを特徴とする方法。
【請求項２９】
　前記炎症性腸疾患が、クローン病、潰瘍性大腸炎、過敏性腸症候群、顕微鏡的大腸炎、
リンパ球性形質細胞性腸炎、セリアック病、膠原性大腸炎、リンパ球性大腸炎及び好酸球
性腸炎、分類不能大腸炎、感染性大腸炎、偽膜性大腸炎、虚血性炎症性腸疾患又はベーチ
ェット病であることを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記炎症性腸疾患がクローン病又は潰瘍性大腸炎であることを特徴とする請求項２９に
記載の方法。
【請求項３１】
　前記組成物の前記投与が前記対象におけるＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－粘膜固有層調節性
Ｔ細胞の産生を誘導することを特徴とする請求項２８～３０のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項３２】
　前記組成物がクロストリジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ）の細菌を含まないことを特
徴とする請求項２８～３１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３３】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも１０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項２８～３２のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項３４】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも２５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも５０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項３３に記載の方法。
【請求項３６】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも７５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
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ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項３３に記載の方法。
【請求項３７】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項３３に記載の方法。
【請求項３８】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９９％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
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ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項３３に記載の方法。
【請求項３９】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖ
ｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉ
ｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）
、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネ
トバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバク
テリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）及びパラ
バクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ
）からなる群から選択されることを特徴とする請求項２８～３８のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項４０】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）及びバクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｖｕｌｇａｔｕｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項２８～３８のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項４１】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）及びエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａ
ｌｉｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項２８～３８のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項４２】
　前記細菌がバクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）であ
ることを特徴とする請求項２８～３８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４３】
　前記細菌がカンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎ
ｉ）であることを特徴とする請求項２８～３８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４４】
　前記細菌がスタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　
ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）であることを特徴とする請求項２８～３８のいずれか一項
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に記載の方法。
【請求項４５】
　前記細菌がエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）であることを特徴とする請求項２８～３８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４６】
　前記組成物が薬学的に許容可能な担体を更に含むことを特徴とする請求項２８～４５の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項４７】
　前記組成物が、前記細菌を添加した食品製品であることを特徴とする請求項２８～４５
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４８】
　前記組成物が経口投与されることを特徴とする請求項２８～４７のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項４９】
　前記組成物が直腸投与されることを特徴とする請求項２８～４６のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項５０】
　前記細菌が複製能のある生細菌であることを特徴とする請求項２８～４９のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項５１】
　対象におけるＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－粘膜固有層調節性Ｔ細胞の産生を誘導する組成
物において、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カ
ンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィ
ロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉ
ｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉ
ｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉ
ｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕ
ｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆ
ｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、
バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネト
バクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテ
リウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバク
テロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、
バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕ
ｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ
）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓ
ｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａ
ｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉ
ｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅ
ｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される細菌を含むことを特徴とする組成物。
【請求項５２】
　前記組成物がクロストリジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ）の細菌を含まないことを特
徴とする請求項５１に記載の組成物。
【請求項５３】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも１０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
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ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項５１又は５２に記載の組成物。
【請求項５４】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも２５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項５３に記載の組成物。
【請求項５５】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも５０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
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ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項５３に記載の組成物。
【請求項５６】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも７５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項５３に記載の組成物。
【請求項５７】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
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ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項５３に記載の組成物。
【請求項５８】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９９％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項５３に記載の組成物。
【請求項５９】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖ
ｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉ
ｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）
、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネ
トバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバク
テリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）及びパラ
バクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ
）からなる群から選択されることを特徴とする請求項５１～５８のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項６０】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）及びバクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｖｕｌｇａｔｕｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項５１～５８のいず
れか一項に記載の組成物。
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【請求項６１】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）及びエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａ
ｌｉｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項５１～５８のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項６２】
　前記細菌がバクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）であ
ることを特徴とする請求項５１～５８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６３】
　前記細菌がカンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎ
ｉ）であることを特徴とする請求項５１～５８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６４】
　前記細菌がスタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　
ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）であることを特徴とする請求項５１～５８のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項６５】
　前記細菌がエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）であることを特徴とする請求項５１～５８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６６】
　薬学的に許容可能な担体を更に含むことを特徴とする請求項５１～６５のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項６７】
　前記細菌を添加した食品製品であることを特徴とする請求項５１～６５のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項６８】
　経口投与用に製剤化されることを特徴とする請求項５１～６７のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項６９】
　直腸投与用に製剤化されることを特徴とする請求項５１～６６のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項７０】
　前記細菌が複製能のある生細菌であることを特徴とする請求項５１～６９のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項７１】
　対象におけるＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－粘膜固有層調節性Ｔ細胞の産生を誘導する組成
物の作製方法において、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔ
ｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）
、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏ
ｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａ
ｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔ
ｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａ
ｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）
、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、
フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）
、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏ
ｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉ
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ｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍ
ｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉ
ｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される細菌を薬学的に許容可能な担体と組み
合わせるステップを含むことを特徴とする方法。
【請求項７２】
　前記組成物がクロストリジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ）の細菌を含まないことを特
徴とする請求項７１に記載の方法。
【請求項７３】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも１０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項７１又は７２に記載の方法。
【請求項７４】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも２５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
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ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項７３に記載の方法。
【請求項７５】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも５０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項７３に記載の方法。
【請求項７６】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも７５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項７３に記載の方法。
【請求項７７】
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　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項７３に記載の方法。
【請求項７８】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９９％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項７３に記載の方法。
【請求項７９】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖ
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ｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉ
ｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）
、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネ
トバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバク
テリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）及びパラ
バクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ
）からなる群から選択されることを特徴とする請求項７１～７８のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項８０】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）及びバクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｖｕｌｇａｔｕｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項７１～７８のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項８１】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）及びエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａ
ｌｉｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項７１～７８のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項８２】
　前記細菌がバクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）であ
ることを特徴とする請求項７１～７８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８３】
　前記細菌がカンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎ
ｉ）であることを特徴とする請求項７１～７８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８４】
　前記細菌がスタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　
ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）であることを特徴とする請求項７１～７８のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項８５】
　前記細菌がエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）であることを特徴とする請求項７１～７８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８６】
　前記組成物が経口投与用に製剤化されることを特徴とする請求項７１～８５のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項８７】
　前記組成物が直腸投与用に製剤化されることを特徴とする請求項７１～８５のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項８８】
　前記細菌が複製能のある生細菌であることを特徴とする請求項７１～８７のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項８９】
　対象におけるＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－粘膜固有層調節性Ｔ細胞の産生を誘導する組成
物の作製方法において、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔ
ｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）
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、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏ
ｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａ
ｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔ
ｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａ
ｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）
、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、
フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）
、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏ
ｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉ
ｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍ
ｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉ
ｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される細菌を食品製品と組み合わせるステッ
プを含むことを特徴とする方法。
【請求項９０】
　前記組成物がクロストリジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ）の細菌を含まないことを特
徴とする請求項８９に記載の方法。
【請求項９１】
　前記食品製品が酪農製品を含むことを特徴とする請求項８９又は９０に記載の方法。
【請求項９２】
　前記酪農製品がヨーグルト、フローズンヨーグルト、アイスクリーム、ミルク又はチー
ズであることを特徴とする請求項９１に記載の方法。
【請求項９３】
　前記食品製品が非酪農食品製品であることを特徴とする請求項８９又は９０に記載の方
法。
【請求項９４】
　前記食品製品が飲料であることを特徴とする請求項８９～９３のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項９５】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも１０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
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ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項８９～９４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９６】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも２５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項９５に記載の方法。
【請求項９７】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも５０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項９５に記載の方法。
【請求項９８】
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　前記組成物中の前記細菌の少なくとも７５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項９５に記載の方法。
【請求項９９】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項９５に記載の方法。
【請求項１００】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９９％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
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タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項９５に記載の方法。
【請求項１０１】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖ
ｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉ
ｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）
、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネ
トバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバク
テリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）及びパラ
バクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ
）からなる群から選択されることを特徴とする請求項８９～１００のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１０２】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）及びバクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｖｕｌｇａｔｕｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項８９～１００のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１０３】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）及びエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａ
ｌｉｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項８９～１００のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１０４】
　前記細菌がバクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）であ
ることを特徴とする請求項８９～１００のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０５】
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　前記細菌がカンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎ
ｉ）であることを特徴とする請求項８９～１００のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０６】
　前記細菌がスタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　
ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）であることを特徴とする請求項８９～１００のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１０７】
　前記細菌がエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）であることを特徴とする請求項８９～１００のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０８】
　前記細菌が複製能のある生細菌であることを特徴とする請求項８９～１０７のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１０９】
　対象におけるＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－粘膜固有層調節性Ｔ細胞の産生を誘導する組成
物において、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カ
ンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィ
ロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉ
ｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉ
ｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉ
ｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕ
ｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆ
ｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、
バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネト
バクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテ
リウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバク
テロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、
バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕ
ｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ
）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓ
ｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａ
ｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉ
ｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅ
ｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される細菌を添加した食品製品を含むことを特徴とする
組成物。
【請求項１１０】
　クロストリジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ）の細菌を含まないことを特徴とする請求
項１０９に記載の組成物。
【請求項１１１】
　前記食品製品が酪農製品を含むことを特徴とする請求項１０９又は１１０に記載の組成
物。
【請求項１１２】
　前記酪農製品がヨーグルト、フローズンヨーグルト、アイスクリーム、ミルク又はチー
ズであることを特徴とする請求項１１１に記載の組成物。
【請求項１１３】
　前記食品製品が非酪農食品製品であることを特徴とする請求項１０９又は１１０に記載
の組成物。
【請求項１１４】
　前記食品製品が飲料であることを特徴とする請求項１０９～１１３のいずれか一項に記
載の組成物。
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【請求項１１５】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも１０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項１０９～１１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１６】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも２５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項１１５に記載の組成物。
【請求項１１７】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも５０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
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ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項１１５に記載の組成物。
【請求項１１８】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも７５％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項１１５に記載の組成物。
【請求項１１９】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９０％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
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ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項１１５に記載の組成物。
【請求項１２０】
　前記組成物中の前記細菌の少なくとも９９％が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択されることを特徴
とする請求項１１５に記載の組成物。
【請求項１２１】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖ
ｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉ
ｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）
、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネ
トバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバク
テリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）及びパラ
バクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ
）からなる群から選択されることを特徴とする請求項１０９～１２０のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項１２２】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
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ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）及びバクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｖｕｌｇａｔｕｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項１０９～１２０の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２３】
　前記細菌が、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）及びエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａ
ｌｉｓ）からなる群から選択されることを特徴とする請求項１０９～１２０のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項１２４】
　前記細菌がバクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）であ
ることを特徴とする請求項１０９～１２０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２５】
　前記細菌がカンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎ
ｉ）であることを特徴とする請求項１０９～１２０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２６】
　前記細菌がスタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　
ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）であることを特徴とする請求項１０９～１２０のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１２７】
　前記細菌がエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）であることを特徴とする請求項１０９～１２０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２８】
　前記細菌が複製能のある生細菌であることを特徴とする請求項１０９～１２７のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項１２９】
　バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）が、カンピロバ
クター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカ
ス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）
、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バ
クテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏ
ｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔ
ｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉ
ｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロ
イデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター
・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・
ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデ
ス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロ
イデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラ
クトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バク
テロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、
パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フ
ソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕ
ｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄ
ｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖ
ｅ）のうちの１つ以上との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、７
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１、８９又は１０９のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１３０】
　カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）が、ス
タフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈ
ｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃ
ａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅ
ｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕ
ｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅ
ｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、ア
シネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソ
バクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パ
ラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉ
ｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌ
ｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏ
ｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉ
ｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅ
ｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏ
ｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆ
ｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｂｒｅｖｅ）のうちの１つ以上との組合せで存在することを特徴とする請求項１、
２８、５１、７１、８９、１０９及び１２９のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１３１】
　スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏ
ｐｈｙｔｉｃｕｓ）が、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆ
ａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃ
ａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ
）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）
、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ
）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓ
ｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃ
ｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａ
ｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓ
ｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ
　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔ
ｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）のうちの１つ以上との組合せで存在することを特徴とする請求
項１、２８、５１、７１、８９、１０９、１２９及び１３０のいずれか一項に記載の方法
又は組成物。
【請求項１３２】
　エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）が、
バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａ
ｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａ
ｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍ
ｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテ
ロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクタ
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ー・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム
・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイ
デス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテ
ロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、
ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バ
クテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）
、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、
フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒ
ｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌ
ｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅ
ｖｅ）のうちの１つ以上との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、
７１、８９、１０９及び１２９～１３１のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１３３】
　バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔ
ａｏｍｉｃｒｏｎ）が、１つ以上のバクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓ
ｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、
アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フ
ソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、
パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎ
ｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐ
ｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎ
ｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌ
ｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍ
ｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍ
ｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、７
１、８９、１０９及び１２９～１３２のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１３４】
　バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）が、１つ
以上のバクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ
）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイ
デス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・
ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌ
クレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス
・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイ
デス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラク
トバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテ
ロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パ
ラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソ
バクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ
）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉ
ｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ
）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、７１、８９、１０９及
び１２９～１３３のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１３５】
　バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）が
、１つ以上のラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バ
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クテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバ
クター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリ
ウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテ
ロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バ
クテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ
）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）
、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉ
ｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ
）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆ
ｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇ
ｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂ
ｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、７１、８９、
１０９及び１２９～１３４のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１３６】
　ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）が、１つ以上の
バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネト
バクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテ
リウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバク
テロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、
バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕ
ｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ
）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓ
ｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａ
ｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉ
ｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅ
ｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、７１、８９
、１０９及び１２９～１３５のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１３７】
　バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）が、１つ
以上のアシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ
）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕ
ｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎ
ｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉ
ｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈ
ａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓ
ｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５
１、７１、８９、１０９及び１２９～１３６のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１３８】
　アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）が
、１つ以上のフソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌ
ｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
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ｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔ
ｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、
２８、５１、７１、８９、１０９及び１２９～１３７のいずれか一項に記載の方法又は組
成物。
【請求項１３９】
　フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ
）が、１つ以上のパラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉ
ｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１
、２８、５１、７１、８９、１０９及び１２９～１３８のいずれか一項に記載の方法又は
組成物。
【請求項１４０】
　パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏ
ｎｉｉ）が、１つ以上のバクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔ
ｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、
２８、５１、７１、８９、１０９及び１２９～１３９のいずれか一項に記載の方法又は組
成物。
【請求項１４１】
　バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎ
ｕｓ）が、１つ以上のラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈ
ａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓ
ｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５
１、７１、８９、１０９及び１２９～１４０のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１４２】
　ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）が
、１つ以上のバクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌ
ｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍ
ｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍ
ｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、７
１、８９、１０９及び１２９～１４１のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
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【請求項１４３】
　バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉ
ｓ）が、１つ以上のパラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、
７１、８９、１０９及び１２９～１４２のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１４４】
　パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）が
、１つ以上のフソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏ
ｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆ
ｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、７１
、８９、１０９及び１２９～１４３のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１４５】
　フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅ
ｒｕｍ）が、１つ以上のバクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、７
１、８９、１０９及び１２９～１４４のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１４６】
　バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ
）が、ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）
との組合せで存在することを特徴とする請求項１、２８、５１、７１、８９、１０９及び
１２９～１４５のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１４７】
　クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）もまた存在す
ることを特徴とする請求項１２９～１４６のいずれか一項に記載の方法又は組成物。
【請求項１４８】
　クロストリジウム・ヒストリチクム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕ
ｍ）もまた存在することを特徴とする請求項１２９～１４７のいずれか一項に記載の方法
又は組成物。
【請求項１４９】
　対象における調節性Ｔ細胞の産生又は活性を誘導する方法において、Ｒｏｒγを活性化
させる薬剤を前記対象に投与するステップを含むことを特徴とする方法。
【請求項１５０】
　前記調節性Ｔ細胞が粘膜固有層調節性Ｔ細胞であることを特徴とする請求項１４９に記
載の方法。
【請求項１５１】
　前記対象が、病的免疫応答に関連する疾患を有するか又はそれに罹り易い素因があるこ
とを特徴とする請求項１４９又は１５０に記載の方法。
【請求項１５２】
　前記対象が炎症性腸疾患を有するか又はそれに罹り易い素因があることを特徴とする請
求項１４９又は１５０に記載の方法。
【請求項１５３】
　前記炎症性腸疾患が、クローン病、潰瘍性大腸炎、過敏性腸症候群、顕微鏡的大腸炎、
リンパ球性形質細胞性腸炎、セリアック病、膠原性大腸炎、リンパ球性大腸炎及び好酸球
性腸炎、分類不能大腸炎、感染性大腸炎、偽膜性大腸炎、虚血性炎症性腸疾患又はベーチ
ェット病であることを特徴とする請求項１５２に記載の方法。
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【請求項１５４】
　前記炎症性腸疾患がクローン病又は潰瘍性大腸炎であることを特徴とする請求項１５２
に記載の方法。
【請求項１５５】
　前記薬剤が小分子であることを特徴とする請求項１４９～１５４のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１５６】
　前記薬剤がステロールであることを特徴とする請求項１４９～１５４のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１５７】
　前記ステロールが、コレステロール硫酸、２５－ＯＨＣ、２５－ＯＨＣ硫酸、デスモス
テロール、デスモステロール硫酸、５α，６α－エポキシコレスタノール硫酸、７α，２
７－ジＯＨＣ、５α，６α－エポキシコレスタノール、２４Ｓ，２５－エポキシコレステ
ロール、７α－ＯＨＣ、２０α－ＯＨＣ、２２Ｒ－ＯＨＣ、２４Ｓ－ＯＨＣ、２７－ＯＨ
Ｃ、７β，２７－ＯＨＣ、７－ケト，２７－ＯＨＣ、７α，２７－ＯＨＣ、４ＡＣ４ＭΔ
°、Δ７－ｄａｆ、チモステロール、４Ｃ、７ＤＨＣ、チモステロン、４Ｃ２２ＯＨ、４
，７－コレステン、２５ＯＨ、ＯＲ－１２８７２及びＯＲ－９４２からなる群から選択さ
れることを特徴とする請求項１５６に記載の方法。
【請求項１５８】
　前記ステロールが２５－ＯＨＣ、デスモステロール又は７β，２７－ＯＨＣであること
を特徴とする請求項１５６に記載の方法。
【請求項１５９】
　対象の病的免疫応答に関連する疾患を治療又は予防する方法において、Ｒｏｒγを活性
化させる薬剤を前記対象に投与するステップを含むことを特徴とする方法。
【請求項１６０】
　前記病的免疫応答に関連する疾患が炎症性腸疾患であることを特徴とする請求項１５９
に記載の方法。
【請求項１６１】
　前記炎症性腸疾患が、クローン病、潰瘍性大腸炎、過敏性腸症候群、顕微鏡的大腸炎、
リンパ球性形質細胞性腸炎、セリアック病、膠原性大腸炎、リンパ球性大腸炎及び好酸球
性腸炎、分類不能大腸炎、感染性大腸炎、偽膜性大腸炎、虚血性炎症性腸疾患又はベーチ
ェット病であることを特徴とする請求項１６０に記載の方法。
【請求項１６２】
　前記炎症性腸疾患がクローン病又は潰瘍性大腸炎であることを特徴とする請求項１６１
に記載の方法。
【請求項１６３】
　前記薬剤が、前記対象における前記調節性Ｔ細胞の産生又は活性を誘導するのに十分な
量で投与されることを特徴とする請求項１４９～１６２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６４】
　前記調節性Ｔ細胞が粘膜固有層調節性Ｔ細胞であることを特徴とする請求項１６３に記
載の方法。
【請求項１６５】
　前記薬剤が小分子であることを特徴とする請求項１５９～１６４のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１６６】
　前記薬剤がステロールであることを特徴とする請求項１５９～１６４のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１６７】
　前記ステロールが、コレステロール硫酸、２５－ＯＨＣ、２５－ＯＨＣ硫酸、デスモス
テロール、デスモステロール硫酸、５α，６α－エポキシコレスタノール硫酸、７α，２
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７－ジＯＨＣ、５α，６α－エポキシコレスタノール、２４Ｓ，２５－エポキシコレステ
ロール、７α－ＯＨＣ、２０α－ＯＨＣ、２２Ｒ－ＯＨＣ、２４Ｓ－ＯＨＣ、２７－ＯＨ
Ｃ、７β，２７－ＯＨＣ、７－ケト，２７－ＯＨＣ、７α，２７－ＯＨＣ、４ＡＣ４ＭΔ
°、Δ７－ｄａｆ、チモステロール、４Ｃ、７ＤＨＣ、チモステロン、４Ｃ２２ＯＨ、４
，７－コレステン、２５ＯＨ、ＯＲ－１２８７２及びＯＲ－９４２からなる群から選択さ
れることを特徴とする請求項１６６に記載の方法。
【請求項１６８】
　前記ステロールが２５－ＯＨＣ、デスモステロール又は７β，２７－ＯＨであることを
特徴とする請求項１６６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本願は、２０１５年６月２２日に出願された米国仮特許出願第６２／１８３，０１９号
、及び２０１５年６月２２日に出願された米国仮特許出願第６２／１８３，０２１号に対
する優先権の利益を主張するものであり、これらの各々は、本明細書によって全体として
参照により援用される。
【０００２】
　政府の利益
　本発明は、国立衛生研究所（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅｓ　ｏｆ　Ｈｅａ
ｌｔｈ）助成金交付第Ｒ０１－ＡＩ５１５３０号及び第Ｒ５６ＡＩ１１０６３０号に基づ
く連邦政府の支援を受けて行われた。連邦政府は本発明に一定の権利を有する。
【技術分野】
【０００３】
　本出願は、粘膜固有層調節性Ｔ細胞の誘導に関する。
【背景技術】
【０００４】
　調節性Ｔ細胞（Ｔｒｅｇ）は、免疫応答を抑制することによって免疫系を制止し、それ
により自己免疫疾患、炎症性疾患及びアレルギーなどの免疫介在性の病変を軽減するのに
役立つＴ細胞の一種である。Ｔｒｅｇは、ＩＬ－１０及びＴＧＦ－βなどの阻害性サイト
カインの分泌、阻害性受容体ＣＴＬＡ－４の発現及びグランザイム媒介性細胞溶解など、
幾つもの機構を介して免疫応答を調節する。
【０００５】
　Ｔｒｅｇの発生及び機能の主要な調節因子の一つは転写因子ＦｏｘＰ３である。Ｆｏｘ
Ｐ３を発現するＴｒｅｇ数の減少は、全身性エリテマトーデス（ＳＬＥ）などの自己免疫
疾患と関連付けられている。ヒトにおけるＦｏｘＰ３の突然変異は、調節性Ｔ細胞の機能
不全及びそれに続く自己免疫によって特徴付けられるＩＰＥＸ（免疫調節異常、多腺性内
分泌障害、腸疾患、Ｘ連鎖性）症候群を引き起こす。
【０００６】
　免疫活性の調節におけるその役割に加え、「組織Ｔｒｅｇ」と称される実質組織に位置
するＴｒｅｇはまた、他の特定の非免疫学的過程にも関与する。例えば、内臓脂肪組織に
存在する組織Ｔｒｅｇは代謝パラメータを調節し、一方、筋組織に位置する組織Ｔｒｅｇ
は筋損傷後の組織の炎症及び再生を導く。
【０００７】
　重要な組織Ｔｒｅｇ集団が消化管の粘膜固有層（ＬＰ）、詳細には結腸に存在する。実
際、正常な条件下では、他の全ての組織と比較して腸管粘膜固有層のＴｒｅｇ集団が最も
大きい。かかるＬＰ　Ｔｒｅｇは片利共生微生物に対する応答を調節し、それにより腸の
免疫病変のリスクを低減する。ＬＰ　Ｔｒｅｇは普通でない集団であり、ある矛盾する見
解を招いている。ＬＰ　Ｔｒｅｇが発現するＴ細胞受容体は、ＬＰ　Ｔｒｅｇの分化及び
／又は拡大の重要なドライバーである微生物抗原に対して著しい応答性を示し（非特許文
献１；非特許文献２）、及び一部のＬＰ　ＴｒｅｇはＦｏｘＰ３－コンベンショナルＴ細
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胞（Ｔｃｏｎｖ）からの変換によって生じ得るが（非特許文献３）、しかし胸腺起源もま
た唱えられている（非特許文献４）。多くのＬＰ　Ｔｒｅｇは、末梢リンパ系組織に見ら
れるＴｒｅｇと異なるマーカープロファイル（Ｎｒｐ１－、Ｈｅｌｉｏｓ－）を発現し（
非特許文献５）、しかしこれらの異なるマーカー発現パターンの意味するところは不明で
ある。概して、無菌（ＧＦ）マウスはＬＰ　Ｔｒｅｇの存在量の減少を呈し（非特許文献
６）、及び微生物プール（特にシャドラー（Ｓｃｈａｄｌｅｒ）のフローラ及びクロスト
リジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ）の組合せ）をＧＦマウスに定着させると、Ｈｅｌｉ
ｏｓ－Ｎｒｐ１－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの分化又は拡大が誘発された（非特許文献７；非特許
文献８；非特許文献９）。単一の微生物が結腸Ｔｒｅｇを誘導する能力についてはますま
す議論の的となっており、複雑な組合せの必要性が示唆されている：非特許文献１０；非
特許文献１１；非特許文献１２。従って、ＬＰ　Ｔｒｅｇの誘導は、潰瘍性大腸炎及びク
ローン病などの炎症性腸疾患を含めた腸の免疫病変に有望な治療である。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】Ｌａｔｈｒｏｐ　ｅｔ　ａｌ．，Ｎａｔｕｒｅ　４７８：２５０（２０
１１）
【非特許文献２】Ｃｅｂｕｌａ　ｅｔ　ａｌ．，Ｎａｔｕｒｅ　４９７：２５８（２０１
３）
【非特許文献３】Ｌａｔｈｒｏｐ　ｅｔ　ａｌ．，Ｎａｔｕｒｅ　４７８：２５０（２０
１１）
【非特許文献４】Ｃｅｂｕｌａ　ｅｔ　ａｌ．，Ｎａｔｕｒｅ　４９７：２５８（２０１
３）
【非特許文献５】Ｂｉｌａｔｅ　ａｎｄ　Ｌａｆａｉｌｌｅ，Ａｎｎｕ．Ｒｅｖ．Ｉｍｍ
ｕｎｏｌ．３０：７３３（２０１２）
【非特許文献６】Ａｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ｉｍｍｕｎｏｌ．Ｒｅｖ．２５９：６０（２０１
４）
【非特許文献７】Ｇｅｕｋｉｎｇ　ｅｔ　ａｌ．，Ｉｍｍｕｎｉｔｙ　３４：７９４（２
０１１）
【非特許文献８】Ａｔａｒａｓｈｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ｎａｔｕｒｅ　５００：２３２（２
０１３）
【非特許文献９】Ａｔａｒａｓｈｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ｓｃｉｅｎｃｅ　３３１：３３７（
２０１１）
【非特許文献１０】Ａｔａｒａｓｈｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ｎａｔｕｒｅ　５００：２３２（
２０１３）
【非特許文献１１】Ａｔａｒａｓｈｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ｓｃｉｅｎｃｅ　３３１：３３７
（２０１１）
【非特許文献１２】Ｆａｉｔｈ　ｅｔ　ａｌ．，Ｓｃｉ．Ｔｒａｎｓｌ．Ｍｅｄ．６：２
２０ｒａ１１（２０１４）
【発明の概要】
【０００９】
　特定の態様において、本明細書には、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－粘膜固有層調節性Ｔ細
胞（ＬＰ　Ｔｒｅｇ）の産生を誘導するため及び／又は対象の病的免疫応答に関連する疾
患（例えば炎症性腸疾患）を治療し又は予防するための方法及び組成物が提供される。
【００１０】
　特定の態様において本明細書には、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生
を誘導する細菌又は細菌の組合せを含む組成物を対象に投与するステップを含む、対象の
Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導する方法が提供される。一部の
実施形態において、本組成物は薬学的に許容可能な担体を更に含む。一部の実施形態にお
いて、本組成物は、細菌を添加した食品製品である。一部の実施形態において、食品製品
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は、酪農製品（例えば、ヨーグルト、フローズンヨーグルト、アイスクリーム、ミルク又
はチーズ）であるか、又はそれを含む。一部の実施形態において、食品製品は非酪農食品
製品である。一部の実施形態において、食品製品は飲料である。一部の実施形態において
、本組成物は経口投与される。一部の実施形態において、本組成物は直腸投与される。
【００１１】
　特定の態様において本明細書には、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生
を誘導する細菌又は細菌の組合せを含む組成物を対象に投与するステップを含む、対象の
炎症性腸疾患を治療又は予防する方法が提供される。一部の実施形態において、炎症性腸
疾患は、クローン病、潰瘍性大腸炎、過敏性腸症候群、顕微鏡的大腸炎、リンパ球性形質
細胞性腸炎、セリアック病、膠原性大腸炎、リンパ球性大腸炎及び好酸球性腸炎、分類不
能大腸炎、感染性大腸炎、偽膜性大腸炎、虚血性炎症性腸疾患又はベーチェット病である
。一部の実施形態において、疾患はクローン病又は潰瘍性大腸炎である。一部の実施形態
において、本組成物は薬学的に許容可能な担体を更に含む。一部の実施形態において、本
組成物は、細菌を添加した食品製品である。一部の実施形態において、食品製品は、酪農
製品（例えば、ヨーグルト、フローズンヨーグルト、アイスクリーム、ミルク又はチーズ
）であるか、又はそれを含む。一部の実施形態において、食品製品は非酪農食品製品であ
る。一部の実施形態において、食品製品は飲料である。一部の実施形態において、本組成
物は経口投与される。一部の実施形態において、本組成物は直腸投与される。
【００１２】
　本明細書に記載される方法の一部の実施形態において、前記対象は、病的免疫応答に関
連する疾患を有するか又はそれに罹り易い素因がある。一部の実施形態において、疾患は
、炎症性腸疾患（例えば、クローン病、潰瘍性大腸炎、過敏性腸症候群、顕微鏡的大腸炎
、リンパ球性形質細胞性腸炎、セリアック病、膠原性大腸炎、リンパ球性大腸炎及び好酸
球性腸炎、分類不能大腸炎、感染性大腸炎、偽膜性大腸炎、虚血性炎症性腸疾患又はベー
チェット病）である。一部の実施形態において、疾患はクローン病又は潰瘍性大腸炎であ
る。
【００１３】
　本明細書に記載される方法の一部の実施形態において、対象はその腸に存在する細菌の
レベルが低下している。一部の実施形態において、対象は本組成物の投与前に抗生物質を
投与されていた。一部の実施形態において、抗生物質は本組成物の投与の１ヵ月前未満、
３０、２８、２１、１４、１３、１２、１１、１０、９、８、７、６、５、４、３、２又
は１日前未満に投与された。
【００１４】
　特定の態様において、本明細書には、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産
生を誘導する細菌又は細菌の組合せを含む、対象のＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔ
ｒｅｇの産生を誘導するための組成物が提供される。一部の実施形態において、本組成物
は薬学的に許容可能な担体を更に含む。一部の実施形態において、本組成物は、細菌を添
加した食品製品である。一部の実施形態において、食品製品は、酪農製品（例えば、ヨー
グルト、フローズンヨーグルト、アイスクリーム、ミルク又はチーズ）であるか、又はそ
れを含む。一部の実施形態において、食品製品は非酪農食品製品である。一部の実施形態
において、食品製品は飲料である。一部の実施形態において、本組成物は経口投与用に製
剤化される。一部の実施形態において、本組成物は直腸投与用に製剤化される。
【００１５】
　特定の態様において、本明細書には、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産
生を誘導する細菌を薬学的に許容可能な担体と組み合わせるステップを含む、対象のＲｏ
ｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導するための組成物の作製方法が提供
される。一部の実施形態において、本組成物は経口投与用に製剤化される。一部の実施形
態において、本組成物は直腸投与用に製剤化される。
【００１６】
　特定の態様において、本明細書には、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産
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生を誘導する細菌を食品製品と組み合わせるステップを含む、対象のＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉ
ｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導するための組成物の作製方法が提供される。一部の
実施形態において、食品製品は、酪農製品（例えば、ヨーグルト、フローズンヨーグルト
、アイスクリーム、ミルク又はチーズ）であるか、又はそれを含む。一部の実施形態にお
いて、食品製品は非酪農食品製品である。一部の実施形態において、食品製品は飲料であ
る。
【００１７】
　本明細書に記載される組成物及び方法の一部の実施形態において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉ
ｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導する細菌は、図５に掲載される細菌の種から選択さ
れる。一部の実施形態において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘
導する細菌はクロストリジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ）に属さない。一部の実施形態
において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導する細菌は、バクテ
ロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジ
ェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロ
フィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロ
コッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデ
ス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏ
ｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バ
クテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラク
トバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フ
ラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフ
ィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョン
ソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オ
レイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチル
ス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス
・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテ
ロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリ
ウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バク
テロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び
ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からな
る群から選択される。一部の実施形態において、細菌は、バクテロイデス・オバツス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌ
ｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈ
ｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロ
ン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・
ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォ
ルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂ
ａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）及びパラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）からなる群から選択される。一部の実施形態
において、細菌は、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ
）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、ス
タフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈ
ｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃ
ａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅ
ｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）及びバクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
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ｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）からなる群から選択される。一部の実施形態において、細菌は、
バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクタ
ー・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・
サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）及び
エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）からな
る群から選択される。一部の実施形態において、細菌はバクテロイデス・オバツス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）である。一部の実施形態において、細菌はカンピロ
バクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）である。一部の実
施形態において、細菌はスタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）である。一部の実施形態において、細菌はエン
テロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）である。一
部の実施形態において、細菌は、複製能のある生細菌である。
【００１８】
　本明細書に記載される組成物及び方法の一部の実施形態において、本組成物中の細菌の
少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％
、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９６％
、９７％、９８％又は９９％は、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊ
ｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓ
ａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉ
ｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆ
ｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａ
ｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏ
ｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌ
ｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍ
ａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂ
ａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される。一部の実施形態において、
本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０
％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０
％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％は、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂ
ａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎ
ｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブル
ガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃ
ｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）及びパラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔ
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ｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）からなる群から選択される。一部の実施形態にお
いて、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％
、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％
、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％は、バクテロイデス・オバツス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙ
ｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐ
ｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス
（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）及びバクテロイデ
ス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）からなる群から選択され
る。一部の実施形態において、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、
２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、
７５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％は、バク
テロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバクター・
ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカス・サプ
ロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）及びエン
テロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）からなる群
から選択される。一部の実施形態において、細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、
２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、
７５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％はバクテ
ロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）である。一部の実施形態
において、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３
５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８
５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％はカンピロバクター・ジェジ
ュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）である。一部の実施形態において、
本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０
％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０
％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％はスタフィロコッカス・サプロフィチカ
ス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）である。一部の実施
形態において、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、３０％
、３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％
、８５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％はエンテロコッカス・フ
ェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）である。
【００１９】
　本明細書に記載される組成物及び方法の一部の実施形態において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉ
ｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導する細菌は、図５に掲載される細菌の株から選択さ
れる。一部の実施形態において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘
導する細菌はクロストリジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ）に属さない。一部の実施形態
において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導する細菌は、バクテ
ロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４
、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ
－８４－７９、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ
　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）＿ＤＬＫ１、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅ
ｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＨＨ２２、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９７
４１、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）＿Ａ
ＴＣＣ８４８２、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆ
ｏｒｍｉｓ）＿ＡＴＣＣ８４９２、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＴＸ０１０４、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）＿ＡＯ４７、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏ
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ｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）＿ＣＬ０３Ｔ００Ｃ０８、アシネトバクター・ルヴォフィ
イ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）＿Ｆ７８、フソバクテリウム・ヌク
レアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）＿Ｆ０４１９、エンテロ
コッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＯＧ１ＲＦ、
バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａ
ｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９１４８、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ２９、バクテロイデ
ス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）＿ＤＳＭ
２２５３５、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏ
ｓｕｓ）＿ＬＭＳ２－１、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）＿ＤＳＭ１７６７９、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）＿ＣＬ０３Ｔ１２Ｃ３２、フソバクテリウ
ム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）＿ＡＯ１
６、ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）＿
ＳＫ１３４、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇ
ｏｌｄｉｉ）＿ＤＳＭ１７５６５及びバクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）＿３＿１＿１２からなる群から選択される。一部の実施形態に
おいて、細菌は、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）
＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ
　ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４－７９、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａ
ｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）＿ＤＬＫ１、エンテロコッカス
・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＨＨ２２、バクテロイ
デス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒ
ｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９７４１、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｖｕｌｇａｔｕｓ）＿ＡＴＣＣ８４８２、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）＿ＡＴＣＣ８４９２、エンテロコッカス・フェカリ
ス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＴＸ０１０４、ラクトバチルス・
カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）＿ＡＯ４７、バクテロイデス・フラ
ギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）＿ＣＬ０３Ｔ００Ｃ０８、アシネ
トバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）＿Ｆ７８、
フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）
＿Ｆ０４１９、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａ
ｌｉｓ）＿ＯＧ１ＲＦ、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９１４８及びパラバクテロイデス
・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）＿ＣＬ０２Ｔ
１２Ｃ２９からなる群から選択される。一部の実施形態において、細菌は、バクテロイデ
ス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４、カン
ピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４
－７９、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａ
ｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）＿ＤＬＫ１、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＨＨ２２、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９７４１及
びバクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）＿ＡＴＣ
Ｃ８４８２からなる群から選択される。一部の実施形態において、細菌は、バクテロイデ
ス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４、カン
ピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４
－７９、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａ
ｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）＿ＤＬＫ１及びエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＨＨ２２からなる群から選択される。一部の実施形
態において、細菌はバクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ
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）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４である。一部の実施形態において、細菌はカンピロバクター・
ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４－７９である。
一部の実施形態において、細菌はスタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙ
ｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）＿ＤＬＫ１である。一部の実施形態に
おいて、細菌はエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａ
ｌｉｓ）＿ＨＨ２２である。一部の実施形態において、細菌は、複製能のある生細菌であ
る。
【００２０】
　本明細書に記載される組成物及び方法の一部の実施形態において、本組成物中の細菌の
少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％
、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９６％
、９７％、９８％又は９９％は、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｏｖａｔｕｓ）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌ
ｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４－７９、スタフィロコッカス・サプロフィ
チカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）＿ＤＬＫ１、エ
ンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＨＨ２
２、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏ
ｔａｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９７４１、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）＿ＡＴＣＣ８４８２、バクテロイデス・ユニフォルミ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）＿ＡＴＣＣ８４９２、エンテロコッ
カス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＴＸ０１０４、ラ
クトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）＿ＡＯ４７、バクテ
ロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）＿ＣＬ０３Ｔ００
Ｃ０８、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉ
ｉ）＿Ｆ７８、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃ
ｌｅａｔｕｍ）＿Ｆ０４１９、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＯＧ１ＲＦ、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９１４８、パラバ
クテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）
＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ２９、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）＿ＤＳＭ２２５３５、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）＿ＬＭＳ２－１、バクテロイデス・マシ
リエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）＿ＤＳＭ１７６７９
、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）＿
ＣＬ０３Ｔ１２Ｃ３２、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）＿ＡＯ１６、ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）＿ＳＫ１３４、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）＿ＤＳＭ１７５６５及びバクテロイ
デス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）＿３＿１＿１２からな
る群から選択される。一部の実施形態において、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、
１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、
６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又
は９９％は、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）＿Ｃ
Ｌ０２Ｔ１２Ｃ０４、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊ
ｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４－７９、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈ
ｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）＿ＤＬＫ１、エンテロコッカス・フ
ェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＨＨ２２、バクテロイデス
・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ
）＿ＡＴＣＣ２９７４１、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕ
ｌｇａｔｕｓ）＿ＡＴＣＣ８４８２、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏ
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ｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）＿ＡＴＣＣ８４９２、エンテロコッカス・フェカリス（
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＴＸ０１０４、ラクトバチルス・カゼ
イ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）＿ＡＯ４７、バクテロイデス・フラギリ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）＿ＣＬ０３Ｔ００Ｃ０８、アシネトバ
クター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）＿Ｆ７８、フソ
バクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）＿Ｆ
０４１９、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉ
ｓ）＿ＯＧ１ＲＦ、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９１４８及びパラバクテロイデス・ジ
ョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）＿ＣＬ０２Ｔ１２
Ｃ２９からなる群から選択される。一部の実施形態において、本組成物中の細菌の少なく
とも１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５
％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９６％、９７
％、９８％又は９９％は、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａ
ｔｕｓ）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４－７９、スタフィロコッカス・サプロフィチカス
（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）＿ＤＬＫ１、エンテロ
コッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＨＨ２２、バ
クテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏ
ｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９７４１及びバクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）＿ＡＴＣＣ８４８２からなる群から選択される。一部の実
施形態において、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、３０
％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０
％、８５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％は、バクテロイデス・
オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４、カンピロ
バクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４－７
９、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒ
ｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）＿ＤＬＫ１及びエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＨＨ２２からなる群から選択される。一部の実施形態に
おいて、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５
％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、８５
％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％はバクテロイデス・オバツス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４である。一部の実施形
態において、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、
３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、
８５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％はカンピロバクター・ジェ
ジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４－７９である。一部
の実施形態において、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、２５％、
３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、
８０％、８５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％はスタフィロコッ
カス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ
）＿ＤＬＫ１である。一部の実施形態において、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、
１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、
６５％、７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又
は９９％はエンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉ
ｓ）＿ＨＨ２２である。
【００２１】
　特定の態様において、本明細書には、対象における調節性Ｔ細胞の産生又は活性を誘導
するための方法及び組成物が提供される。一部の実施形態において、本方法は、Ｒｏｒγ
を活性化する薬剤（即ち、Ｒｏｒγアゴニスト）を対象に投与するステップを含む。一部



(44) JP 2018-519295 A 2018.7.19

10

20

30

40

50

の実施形態において、調節性Ｔ細胞は粘膜固有層調節性Ｔ細胞である。
【００２２】
　特定の態様において、本明細書には、病的免疫応答に関連する疾患を治療し又は予防す
るための方法及び組成物が提供される。一部の実施形態において、本方法は、Ｒｏｒγを
活性化する薬剤（即ち、Ｒｏｒγアゴニスト）を対象に投与するステップを含む。一部の
実施形態において、薬剤は、対象における調節性Ｔ細胞（例えば、粘膜固有層調節性Ｔ細
胞）の産生又は活性を誘導するのに十分な量で投与される。一部の実施形態において、病
的免疫応答に関連する疾患は炎症性腸疾患である。一部の実施形態において、炎症性腸疾
患は、クローン病、潰瘍性大腸炎、過敏性腸症候群、顕微鏡的大腸炎、リンパ球性形質細
胞性腸炎、セリアック病、膠原性大腸炎、リンパ球性大腸炎及び好酸球性腸炎、分類不能
大腸炎、感染性大腸炎、偽膜性大腸炎、虚血性炎症性腸疾患又はベーチェット病である。
一部の実施形態において、炎症性腸疾患はクローン病又は潰瘍性大腸炎である。
【００２３】
　本明細書に記載される方法の一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストが対象に投
与される（例えば、Ｒｏｒγアゴニストの有効用量）。一部の実施形態において、Ｒｏｒ
γアゴニストは小分子である。一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストはステロー
ルである。一部の実施形態において、ステロールＲｏｒγアゴニストは、コレステロール
硫酸、２５－ＯＨＣ、２５－ＯＨＣ硫酸、デスモステロール、デスモステロール硫酸、５
α，６α－エポキシコレスタノール硫酸、７α，２７－ジＯＨＣ、５α，６α－エポキシ
コレスタノール、２４Ｓ，２５－エポキシコレステロール、７α－ＯＨＣ、２０α－ＯＨ
Ｃ、２２Ｒ－ＯＨＣ、２４Ｓ－ＯＨＣ、２７－ＯＨＣ、７β，２７－ＯＨＣ、７－ケト，
２７－ＯＨＣ、７α，２７－ＯＨＣ、４ＡＣ４ＭΔ°、Δ７－ｄａｆ、チモステロール、
４Ｃ、７ＤＨＣ、チモステロン（ｚｙｍｏｓｔｅｒｏｎｅ）、４Ｃ２２ＯＨ、４，７－コ
レステン、２５ＯＨ、ＯＲ－１２８７２及びＯＲ－９４２からなる群から選択される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１Ａ】ＲｏｒｃによってコードされるＲｏｒγが結腸Ｔｒｅｇに優先的に発現するこ
とを示す。組織Ｔｒｅｇ及び結腸Ｔｒｅｇでエンリッチされる遺伝子クラスターのヒート
マップ。上：組織Ｔｒｅｇ対脾臓Ｔｒｅｇで過多又は過少に存在する遺伝子（倍数変化＞
２）を階層クラスタリング（ピアソン相関）を用いてクラスタリングした。下：他の組織
Ｔｒｅｇと比較して結腸Ｔｒｅｇに偏った（倍数変化＞１．５）結腸優先遺伝子クラスタ
ーのヒートマップ。
【図１Ｂ】ＲｏｒｃによってコードされるＲｏｒγが結腸Ｔｒｅｇに優先的に発現するこ
とを示す。他のリンパ系及び非リンパ系組織のＴｒｅｇと比較して結腸Ｔｒｅｇに過多に
存在する転写因子のヒートマップ。階層クラスタリング分析に基づけばＲｏｒｃが最も差
次的であった。
【図１Ｃ】ＲｏｒｃによってコードされるＲｏｒγが結腸Ｔｒｅｇに優先的に発現するこ
とを示す。Ｆｏｘｐ３＋ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけるＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　
Ｔｒｅｇの代表的なドットプロット（左）及びそれぞれの頻度（右）。（ｎ＝２６）＊＊

＊Ｐ＜０．０００１、対応のあるｔ検定。
【図１Ｄ】ＲｏｒｃによってコードされるＲｏｒγが結腸Ｔｒｅｇに優先的に発現するこ
とを示す。結腸Ｆｏｘｐ３＋ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけるＲｏｒγ対Ｈｅｌｉｏｓ
、Ｎｒｐ１又はＩｌ３３Ｒ発現の代表的なドットプロット。これらのプロットの定量化を
図Ｓ２に示す（ｎ≧５）。
【図１Ｅ】ＲｏｒｃによってコードされるＲｏｒγが結腸Ｔｒｅｇに優先的に発現するこ
とを示す。種々の組織－結腸、小腸管粘膜固有層（ＳＩ）、パイエル板（ＰＰ）、腸間膜
リンパ節（ＭＬＮ）、末梢リンパ節（ＬＮ）、脾臓（Ｓｐｌ）、損傷した筋肉、胸腺及び
ＭＣ１３８腫瘍のＦｏｘｐ３＋ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけるＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏ
ｓ－　Ｔｒｅｇの代表的なドットプロット（上）及び頻度（下）を示す。
【図１Ｆ】ＲｏｒｃによってコードされるＲｏｒγが結腸Ｔｒｅｇに優先的に発現するこ
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とを示す。リンパ球をＰＭＡ及びイオノマイシンで処理してＩｌ１７－Ａ、Ｉｌ１７－Ｆ
及びＦｏｘＰ３に関して染色した。結腸（ｎ＝１６）、ＳＩ（ｎ＝４）及び脾臓（ｎ＝１
０）のＦｏｘｐ３＋　Ｔｒｅｇ又はＦｏｘｐ３－　Ｔｃｏｎｖ内におけるＩｌ１７－Ａ及
びＦｏｘｐ３発現の代表的なドットプロット（上）、及びＩｌ１７－Ａ又はＩｌ１７－Ｆ
産生細胞の頻度（下）を示す。
【図２】結腸及び脾臓のＴｒｅｇの遺伝子発現プロファイルの比較により、９３３個の差
次的転写物が明らかになったことを示す。Ｆｏｘｐ３ｉｇｆｐマウスから結腸及び脾臓Ｔ
ｒｅｇを分取した。結腸及び脾臓Ｔｒｅｇの遺伝子発現間の倍数変化の差及び対応するｐ
値をボルケーノプロットで示す。倍数変化＞２及びｐ値＜０．０５で結腸シグネチャを強
調表示する。
【図３Ａ】Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇが低レベルのＮｒｐ１、Ｈｅｌｉｏｓ及びＩＬ３３Ｒを
発現することを示す。結腸リンパ球をＦｏｘｐ３、Ｈｅｌｉｏｓ、Ｎｒｐ１及びＲｏｒγ
で染色した。Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇ又はＲｏｒγ－　Ｔｒｅｇ内におけるＨｅｌｉｏｓ＋

又はＮｒｐ＋細胞の頻度を報告する。
【図３Ｂ】Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇが低レベルのＮｒｐ１、Ｈｅｌｉｏｓ及びＩＬ３３Ｒを
発現することを示す。ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけるＩＬ３３Ｒ及びＦｏｘｐ３発現
及びＦｏｘｐ３＋ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけるＩＬ３３Ｒ及びＨｅｌｉｏｓ発現の
代表的なドットプロット。
【図４Ａ】Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇが腸内微小細菌によって誘導されること
を示す。成体ＳＰＦ（ｎ＝１４）及び無菌マウス（ｎ＝２６）のＦｏｘｐ３＋ＣＤ４＋Ｔ
ＣＲβ＋集団内における結腸Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇの図解表示。＊＊＊Ｐ
＜０．０００１、対応のないｔ検定。
【図４Ｂ】Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇが腸内微小細菌によって誘導されること
を示す。ＳＰＦマウスの正常な生後発育中の結腸ＴｒｅｇにおけるＲｏｒγの誘導。左：
Ｒｏｒγ誘導前（１４日目）誘導中（１９日目）及び誘導後（２４日目）のＦｏｘｐ３＋

ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけるＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－及びＲｏｒγ－Ｈｅｌｉｏ
ｓ－　Ｔｒｅｇの代表的なドットプロット。右上：ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋細胞内におけるＦ
ｏｘｐ３＋　Ｔｒｅｇの頻度。右下：Ｆｏｘｐ３＋ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけるＲ
ｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇ（赤色）及びＲｏｒγ－Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇ（
黒色）の頻度。
【図４Ｃ】Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇが腸内微小細菌によって誘導されること
を示す。マウスを単一の（ネオマイシン、バンコマイシン、アンピシリン、メトロニダゾ
ール）又は完全なカクテル（ＶＭＮＡ）の抗生物質で４週間処置した。Ｆｏｘｐ３＋ＣＤ
４＋ＴＣＲβ＋集団内における結腸Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇの頻度を示す。
＊＊＊Ｐ＜０．０００１、対応のないｔ検定。
【図４Ｄ】Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇが腸内微小細菌によって誘導されること
を示す。無菌マウスに単一の細菌種を２週間定着させた（単一定着）。単一定着後の結腸
Ｆｏｘｐ３＋ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内における代表的なドットプロット（上）及びＲｏ
ｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇの頻度（下）を示す。色毎に異なる門に対応する。
【図４Ｅ】Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇが腸内微小細菌によって誘導されること
を示す。マウスに塩基配列決定済みの一組のフォーカス形成バクテロイデス属（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ）を単一定着させた。結腸Ｆｏｘｐ３＋ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけ
るＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇの頻度を示す。
【図４Ｆ】Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇが腸内微小細菌によって誘導されること
を示す。バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９７４１を定着させたマウスにおいて種々の定着
時点で結腸Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇ及びＲｏｒγ－Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅ
ｇを比較した。代表的なドットプロット（左）及びＦｏｘｐ３＋ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団
内におけるそれぞれの頻度（右下）を示す。
【図５－１】指示される細菌種による結腸Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇの誘導を
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示す表である。ＦＤＲは偽発見率を指す。
【図５－２】図５－１の続き。
【図６Ａ】Ｒｏｒγ－Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇの誘導が炎症を伴わず、細菌負荷と無関
係であることを示す。単一定着させたマウスの遠位結腸のヘマトキシリン・エオシン染色
及び対応する結腸Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇの頻度。
【図６Ｂ】Ｒｏｒγ－Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇの誘導が炎症を伴わず、細菌負荷と無関
係であることを示す。単一定着させたマウスにおける細菌負荷（ＣＦＵとして計測）と結
腸Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇの頻度との間の相関。相関係数＝０．０４６。
【図７】Ｆｏｘｐ３－Ｃｒｅ．Ｒｏｒｃｆｌ／ｆｌマウスにおけるＴｒｅｇ集団の特徴付
けを示す。ＷＴマウス又はＴｒｅｇにおいて特異的にＲｏｒγ発現が欠損しているＦｏｘ
ｐ３－Ｃｒｅ．Ｒｏｒｃｆｌ／ｆｌマウスから結腸及び脾臓リンパ球を単離した。代表的
なドットプロット（左）及びＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけるＦｏｘｐ３＋　Ｔｒｅｇ
の頻度（中央）及びＦｏｘｐ３＋ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけるＨｅｌｉｏｓ－　Ｔ
ｒｅｇの頻度（右）を示す。Ｆｏｘｐ３、＊＊Ｐ＝０．００４；Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅ
ｇ、＊Ｐ＝０．０３、対応のないｔ検定。
【図８Ａ】Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇが大腸炎を制御することを示す。ＷＴ（ｎ＝７）マウス
及びＦｏｘｐ３－Ｃｒｅ．Ｒｏｒｃｆｌ／ｆｌ（ｎ＝８）同腹仔からの結腸及び脾臓リン
パ球をＰＭＡ及びイオノマイシンで処理した。ＣＤ４＋ＴＣＲβ＋集団内におけるＩｌ１
７－Ａ（左）及びＩＦＮγ（右）産生細胞の頻度を示す。Ｉｌ１７－Ａ，＊＊＊Ｐ＝０．
０００２；ＩＦＮγ，＊＊Ｐ＝０．００４、対応のないｔ検定。
【図８Ｂ】Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇが大腸炎を制御することを示す。ＴＮＢＳを接種したＷ
Ｔ（ｎ＝９）及びＦｏｘｐ３－Ｃｒｅ．Ｒｏｒｃｆｌ／ｆｌ（ｎ＝８）同腹仔のＴＮＢＳ
大腸炎スコアを示す。大腸炎スコアは、体重減少、組織学的スコア及び他の身体的パラメ
ータ（図Ｓ５に詳説）に基づき計算される。＊＊Ｐ＝０．００１、対応のあるｔ検定。
【図８Ｃ】Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇが大腸炎を制御することを示す。遠位結腸のヘマトキシ
リン・エオシン染色。
【図８Ｄ】Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇが大腸炎を制御することを示す。ＴＮＢＳ大腸炎の誘導
前に、高い、中程度の又は低いＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇ表現型を誘発する細
菌を２週間単一定着させたマウスにおけるＴＮＢＳ大腸炎スコア（ｘ軸）とＲｏｒγ＋Ｈ
ｅｌｉｏｓ－　Ｔｒｅｇ頻度（ｙ軸）の相関。相関係数＝０．８２、＊＊＊Ｐ＞０．００
０１。
【図９】Ｒｏｒγ　Ｔｒｅｇが大腸炎から保護することを示す。ＷＴ（ｎ＝９）及びＦｏ
ｘｐ３－Ｃｒｅ．Ｒｏｒｃｆｌ／ｆｌ（ｎ＝８）同腹仔においてＴＮＢＳ大腸炎を誘導し
た。パーセント体重減少（左）及び結腸厚さ（右）を示す。データは３つの独立した実験
の代表である。
【図１０Ａ】Ｒｏｒγが結腸Ｔｒｅｇの恒常性に寄与し、且つ結腸Ｔｒｅｇシグネチャの
一部を決定することを示す。Ｆｏｘｐ３ｔｈｙ１．１及びＲｏｒｃｇｆｐレポーター雄マ
ウスの交雑種から結腸Ｒｏｒγ＋又はＲｏｒγ－　Ｔｒｅｇを分取した。Ｒｏｒγ＋又は
Ｒｏｒγ－　Ｔｒｅｇについて遺伝子発現平均値を示し、図Ｓ１に示す結腸Ｔｒｅｇシグ
ネチャを赤色（誘導された）又は青色（抑制された）で強調表示する（ｎ＝３）。
【図１０Ｂ】Ｒｏｒγが結腸Ｔｒｅｇの恒常性に寄与し、且つ結腸Ｔｒｅｇシグネチャの
一部を決定することを示す。Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇで過多に存在する一部の遺伝子（Ｈａ
ｖｃｒ２、Ｃｘｃｒ３）をタンパク質レベルで検証した。Ｈａｖｃｒ２によってコードさ
れるＣｘｃｒ３及びＴｉｍ３の代表的なドットプロットを示す。
【図１０Ｃ】Ｒｏｒγが結腸Ｔｒｅｇの恒常性に寄与し、且つ結腸Ｔｒｅｇシグネチャの
一部を決定することを示す。Ｒｏｒγ発現がエンリッチされた又はそれを欠くＣＤ４　Ｔ
細胞とＴｒｅｇ細胞との間の遺伝子発現の倍数変化差を示す。無菌マウス又はＳＦＢを単
一定着させたマウスのＳＩからＣＤ４　Ｔ細胞を分取した。Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇ（赤色
）に特異的な遺伝子変化、Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇ及びＴＨ１７細胞の両方が共有する遺伝
子変化（緑色）及びＴＨ１７細胞に特異的な遺伝子変化（青色）を強調表示する（ｎ＝３
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）。
【図１０Ｄ】Ｒｏｒγが結腸Ｔｒｅｇの恒常性に寄与し、且つ結腸Ｔｒｅｇシグネチャの
一部を決定することを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　概要
　特定の態様において、本明細書には、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－粘膜固有層調節性Ｔ細
胞（ＬＰ　Ｔｒｅｇ）の産生を誘導する細菌の、対象におけるかかるＬＰ　Ｔｒｅｇの産
生のため及び／又は対象の炎症性腸疾患の治療又は予防のための使用に関する方法及び組
成物が提供される。
【００２６】
　本明細書に記載するとおり、本発明者らは、ＬＰ　ＴｒｅｇのＦｏｘＰ３＋Ｈｅｌｉｏ
ｓ－集団でＲｏｒγが発現することを発見した。実際に、Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇは、腸内
の片利共生微生物の抗原に応答して誘発されるＴｒｅｇの主要な一部である。本発明者ら
は、対象への投与時にＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生の誘導能を有す
る幾つものヒト片利共生細菌種及び株を更に同定している。かかる細菌の例を図５に提供
し、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、カンピロバ
クター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフィロコッカ
ス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）
、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、バ
クテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏ
ｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔ
ｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉ
ｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロ
イデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター
・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・
ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデ
ス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロ
イデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラ
クトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バク
テロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、
パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フ
ソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕ
ｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄ
ｉｉ）及びビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖ
ｅ）が挙げられる。従ってかかる細菌を含む組成物は、対象におけるＲｏｒγ＋Ｈｅｌｉ
ｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの誘導及び／又は炎症性腸疾患などの病的免疫応答に関連する疾
患の治療又は予防に有用である。
【００２７】
　特定の態様において、本明細書には、Ｒｏｒγ発現又は活性を誘導することによる粘膜
固有層調節性Ｔ細胞（ＬＰ　Ｔｒｅｇ）の誘導のため及び／又は病的免疫応答に関連する
疾患（例えば炎症性腸疾患）の治療のための方法及び組成物が提供される。従って、特定
の態様において、本明細書には、Ｒｏｒγを活性化する薬剤（即ち、Ｒｏｒγアゴニスト
）を対象に投与するステップを含む、対象の炎症性腸疾患の治療及び／又は予防のための
組成物及び方法が提供される。
【００２８】
　Ｒｏｒγは、ＦｏｘＰ３にとってアンタゴニスト性であることが既に報告されているＲ
ｏｒｃ遺伝子によってコードされる転写因子である（Ｋｏｒｎ　ｅｔ　ａｌ．，Ａｎｎｕ
．Ｒｅｖ．Ｉｍｍｕｎｏｌ．２７：４８５（２００９））。ＦｏｘＰ３はＴｒｅｇ発生の
主要な調節因子であるため、Ｒｏｒγの阻害が自己免疫疾患の治療機構として提案されて
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いる（例えば、米国特許第８，９１２，２１９号明細書、米国特許出願公開第２０１４／
０１６３１１０号明細書（これらの各々が本明細書によって参照により援用される））。
ＦｏｘＰ３＋　ＴｒｅｇによるＲｏｒγ発現が欠損したマウスでは、大腸炎モデルにおい
て疾患重症度が上昇している。Ｒｏｒγのこの役割は、ＴＧＦβを補足したインビトロ培
養の結果におけるそれらのアンタゴニスト性から主に生じる考えである、これまでに認め
られているＦｏｘＰ３とＲｏｒγとの二項対立と著しい対照をなす（Ｚｏｕ　ｅｔ　ａｌ
．，Ｎａｔｕｒｅ　４５３：２３６（２００８））。
【００２９】
　本明細書に記載されるとおり、ＬＰ　ＴｒｅｇではＲｏｒγが特定の転写シグネチャを
制御し、これはコンベンショナルＴ細胞におけるその転写シグネチャと重複はあるが主と
して異なる。特に欠けているのは、炎症誘発性ＩＬ－１７サイトカインファミリーをコー
ドするほとんどの転写物であり、しかし転写シグネチャの共有している面にはＩｌ２３ｒ
が含まれる。特に、ヒトＩＬ２３Ｒ遺伝子変異体は炎症性腸疾患と強い関連性がある（Ａ
ｂｒａｈａｍ　ａｎｄ　Ｃｈｏ，Ａｎｎｕ．Ｒｅｖ．Ｍｅｄ．６０：９７（２００９））
。Ｒｏｒγ＋　ＴｒｅｇはアラーミンＩＬ－３３に応答せず、組織損傷に応答したＩＬ－
３３に応答して集合又は拡大するＩｌ３３Ｒ＋Ｈｅｌｉｏｓ＋細胞とは表現型が異なる。
ＬＰ　ＴｒｅｇにおけるＩＬ－３３受容体とＲｏｒγとの相互排他的な発現は、これらの
分子が片利共生微生物に対する応答と攻撃性微生物に対する応答とを区別していることを
示している。
【００３０】
　定義
　便宜上、本明細書、例、及び添付の特許請求の範囲で用いる特定の用語をここにまとめ
る。
【００３１】
　名詞は、本明細書では、その対象の１つ又は２つ以上（即ち、少なくとも１つ）を指し
て用いられる。
【００３２】
　本明細書で使用されるとき、用語「投与する」は、対象に薬剤又は組成物を提供するこ
とを意味し、限定はされないが、医療専門家による投与及び自己投与が含まれる。
【００３３】
　用語「薬剤」は、本明細書では、化合物、小分子、化合物の混合物及び／又は生体高分
子（核酸、抗体、抗体断片、タンパク質又はペプチドなど）を指して用いられる。薬剤は
、本明細書で以下に記載するスクリーニングアッセイによって特定の活性を有するものと
して特定されてもよい。かかる薬剤の活性により、薬剤は、対象において局所的又は全身
的に作用する生物学的、生理学的、又は薬理学的に活性な物質（又は複数の物質）である
「治療剤」として好適なものとなり得る。
【００３４】
　本明細書で使用されるとき、「有効量」は、例えば炎症性腸疾患を含めた、病的免疫応
答に関連する疾患の治療又は予防に有効な量である。
【００３５】
　語句「薬学的に許容可能な担体」は、本明細書で使用されるとき、対象化合物を一つの
器官又は体の一部分から別の器官又は体の一部分へと運び又は輸送することに関わる薬学
的に許容可能な材料、組成物又は媒体、例えば、液体又は固体の充填剤、希釈剤、賦形剤
、又は溶媒封入材料などを意味する。
【００３６】
　「小分子」は、本明細書で使用されるとき、分子量が約５ｋＤ未満及び最も好ましくは
約４ｋＤ未満である組成物を指すように意味される。小分子は、核酸、ペプチド、ポリペ
プチド、ペプチドミメティクス、炭水化物、脂質又は他の有機（炭素含有）分子若しくは
無機分子であってもよい。多くの製薬会社が、化学的及び／又は生物学的混合物、多くの
場合に真菌、細菌、又は藻類抽出物の大規模ライブラリを有し、本明細書に記載されるア
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ッセイのいずれかでこれらをスクリーニングすることができる。
【００３７】
　本明細書で使用されるとき、用語「対象」は、治療又は療法に選択されるヒト又は非ヒ
ト動物を意味する。本明細書に記載される方法及び組成物の特定の実施形態において、対
象はヒト対象である。
【００３８】
　語句「治療有効量」及び「有効量」は、本明細書で使用されるとき、対象における少な
くとも一部の細胞集団に任意の医学的治療に適用可能な妥当なリスク対効果比で所望の治
療効果を生じさせるのに有効な薬剤の量を意味する。
【００３９】
　対象の疾患を「治療する」又は疾患を有する対象を「治療する」とは、その疾患の少な
くとも１つの症状が低下し又はその悪化が防止されるように対象を医薬品による治療、例
えば薬物の投与に供することを指す。
ＬＰ　Ｔｒｅｇを誘導する細菌
　特定の態様において、本明細書には、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産
生を誘導する細菌の使用に関する組成物及び方法が提供される。かかる細菌の例を図５に
提供する。一部の実施形態において、細菌はクロストリジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ
）に属さない。
【００４０】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導す
る細菌の種は、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）、
カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）、スタフ
ィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａ
ｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖ
ｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉ
ｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）
、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネ
トバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバク
テリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバ
クテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）
、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎ
ｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕ
ｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎ
ｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄ
ａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔ
ｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎ
ｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）である。
【００４１】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導す
る細菌の株は、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）＿
ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　
ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４－７９、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐ
ｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）＿ＤＬＫ１、エンテロコッカス・
フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＨＨ２２、バクテロイデ
ス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏ
ｎ）＿ＡＴＣＣ２９７４１、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖ
ｕｌｇａｔｕｓ）＿ＡＴＣＣ８４８２、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒ
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ｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）＿ＡＴＣＣ８４９２、エンテロコッカス・フェカリス
（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＴＸ０１０４、ラクトバチルス・カ
ゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）＿ＡＯ４７、バクテロイデス・フラギ
リス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）＿ＣＬ０３Ｔ００Ｃ０８、アシネト
バクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）＿Ｆ７８、フ
ソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）＿
Ｆ０４１９、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌ
ｉｓ）＿ＯＧ１ＲＦ、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９１４８、パラバクテロイデス・ジ
ョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）＿ＣＬ０２Ｔ１２
Ｃ２９、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐ
ｌｅｎｕｓ）＿ＤＳＭ２２５３５、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）＿ＬＭＳ２－１、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）＿ＤＳＭ１７６７９、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）＿ＣＬ０３Ｔ１２Ｃ
３２、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉ
ｆｅｒｕｍ）＿ＡＯ１６、ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｂｒｅｖｅ）＿ＳＫ１３４、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）＿ＤＳＭ１７５６５及び／又はバクテロイデス・フラ
ギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）＿３＿１＿１２からなる群から選
択される。
【００４２】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導す
る細菌は異種遺伝子を発現しない（即ち、組換えでない）。一部の実施形態において、Ｒ
ｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導する細菌は組換えである。一部の
実施形態において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導する細菌は
弱毒化されている。
【００４３】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導す
る細菌は、本明細書に記載される細菌株（例えば、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ０４、カンピロバクター・ジェジュ
ニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）＿ＡＳ－８４－７９、スタフィロコッ
カス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ
）＿ＤＬＫ１、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａ
ｌｉｓ）＿ＨＨ２２、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２９７４１、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）＿ＡＴＣＣ８４８２、バクテロイデ
ス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）＿ＡＴＣＣ８４９
２、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿
ＴＸ０１０４、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）＿
ＡＯ４７、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）
＿ＣＬ０３Ｔ００Ｃ０８、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅ
ｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）＿Ｆ７８、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）＿Ｆ０４１９、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）＿ＯＧ１ＲＦ、バクテロイデス・テタイオタオ
ミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）＿ＡＴＣＣ２
９１４８、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏ
ｈｎｓｏｎｉｉ）＿ＣＬ０２Ｔ１２Ｃ２９、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）＿ＤＳＭ２２５３５、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）＿ＬＭＳ２－１、バク
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テロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）＿
ＤＳＭ１７６７９、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｍｅｒｄａｅ）＿ＣＬ０３Ｔ１２Ｃ３２、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）＿ＡＯ１６、ビフィドバクテリウム・ブ
レベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）＿ＳＫ１３４、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）＿ＤＳＭ１７５６
５及び／又はバクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ
）＿３＿１＿１２）のゲノム配列と少なくとも９０％、９１％、９２％、９３％、９４％
、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％又は１００％相同性のゲノム配列を有する。
【００４４】
　本明細書に記載される細菌は、当該技術分野において公知の方法を用いて培養下で成長
させることができる。例えば、バクテロイデス属（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ）、クロスト
リジウム綱（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ）、ビフィズス菌（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉａ）
、乳酸菌（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｉ）、腸球菌（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｉ）、フソバク
テリウム門（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉａ）、プロピオン酸菌（Ｐｒｏｐｉｏｎｉｂａｃｔ
ｅｒｉａ）及びペプトストレプトコッカス属（Ｐｅｐｔｏｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ）
は酵母エキス－ペプトン－グリセロール（ＹＰＧ）補足培地、ブルセラ血液寒天又はＴＳ
Ａ血液寒天プレートで成長させることができる。アシネトバクター属（Ａｃｉｎｅｔｏｂ
ａｃｔｅｒ）はＳＢ培地及びＬＢ寒天プレートで成長させることができる。ラクノスピラ
科（Ｌａｃｈｎｏｓｐｉｒａｃｅａｅ）、ベイロネラ属（Ｖｅｉｌｌｏｎｅｌｌａ）、コ
プロバチルス属（Ｃｏｐｒｏｂａｃｉｌｌｕｓ）はチョップドミートブロスで成長させる
ことができる。嫌気性細菌は嫌気性チャンバ内３７℃において厳密に嫌気性の条件下（８
０％Ｎ２、１０％Ｈ２、１０％ＣＯ２）で培養することができる。スタフィロコッカス属
（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ）はＬ－ブロス中及びＬＢ寒天プレート上で好気的に成
長させることができる。
【００４５】
　一部の実施形態において、本明細書に提供される方法及び／又は組成物では、Ｒｏｒγ
＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産生を誘導する細菌の種又は株（例えば、図５に掲
載される細菌の株及び種）の組合せが使用される。特定の実施形態において、本明細書に
記載される方法及び／又は組成物では、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産
生を誘導する細菌の種又は株の少なくとも２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１
、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８又は１９個の組合せが使用される。
【００４６】
　一部の実施形態において、本明細書に記載される組成物及び／又は方法に使用される細
菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕ
ｓ）と、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）
、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）、スタフィロ
コッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃ
ｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ
）、クロストリジウム・ヒストリチクム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉ
ｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔ
ａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎ
ｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ
）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシ
ネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバ
クテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラ
バクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ
）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅ
ｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓ
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ｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅ
ｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒ
ｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒ
ｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉ
ｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００４７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌｏｓ
ｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈ
ｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、クロストリジウム・ヒストリチクム（
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイオタオ
ミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイ
デス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユ
ニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼ
イ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅ
ｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００４８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔ
ａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカ
リス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、クロストリジウム・ヒストリチ
クム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイ
オタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バク
テロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデ
ス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス
・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃ
ｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレ
ヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノ
サス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・
メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
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から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００４９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、エンテロコッ
カス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、クロストリジウム
・ヒストリチクム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイ
デス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒ
ｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、
バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラ
クトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・
フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォ
フィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレア
タム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョ
ンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・
オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチ
ルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデ
ス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバク
テロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテ
リウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バ
クテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及
び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ
）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００５０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、クロストリジウム・ヒストリチクム（
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイオタオ
ミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイ
デス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユ
ニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼ
イ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅ
ｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００５１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・テタイオ
タオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテ
ロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス
・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・
カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉ
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ｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエン
シス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メ
ルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００５２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バクテロイデ
ス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニ
フォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ
（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔ
ｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェ
ラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００５３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆ
ｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌ
ｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕ
ｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（
Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細
菌株とが挙げられる。
【００５４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
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ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ
以上の細菌株とが挙げられる。
【００５５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃ
ｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒ
ａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディ
イ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム
・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１
つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００５６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉ
ｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエン
シス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メ
ルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００５７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニ
イ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイ
シプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マ
シリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム



(56) JP 2018-519295 A 2018.7.19

10

20

30

40

50

・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロ
イデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又
はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）から
なる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００５８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソ
ニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレ
イシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス
・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・
マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロ
イデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウ
ム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテ
ロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／
又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）か
らなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００５９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイ
シプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マ
シリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム
・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロ
イデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又
はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）から
なる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００６０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエン
シス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メ
ルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００６１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェ
ラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００６２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
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ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００６３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテ
リウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択さ
れる１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００６４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００６５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（
Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【００６６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃａｍｐｙｌｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉａ
　ｒａｍｏｓｕｍ）、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、クロストリジウム・ヒストリチクム（Ｃｌｏｓｔｒ
ｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ
以上の細菌株とが挙げられる。
【００６７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄ
ｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
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ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、クロストリジウム・ヒストリチクム（Ｃｌｏ
ｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロ
ン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・
ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォ
ルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂ
ａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリ
ウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択され
る１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００６８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａ
ｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、エンテロコッカス・フェカ
リス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、クロストリジウム・ヒストリチ
クム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイ
オタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バク
テロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデ
ス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス
・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃ
ｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレ
ヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノ
サス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・
メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００６９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、クロストリジウム・ヒストリチクム（Ｃｌｏｓｔｒ
ｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
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ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ
以上の細菌株とが挙げられる。
【００７０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・テタイオ
タオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテ
ロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス
・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・
カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉ
ｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエン
シス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メ
ルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００７１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バクテロイデス・ブルガタ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅ
ｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ
　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブ
レベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以
上の細菌株とが挙げられる。
【００７２】



(60) JP 2018-519295 A 2018.7.19

10

20

30

40

50

　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉ
ｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ
）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕ
ｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎ
ｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉ
ｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈ
ａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓ
ｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げ
られる。
【００７３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａ
ｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏ
ｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌ
ｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔ
ｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉ
ｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株
とが挙げられる。
【００７４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒ
ａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗ
ｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃ
ｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂ
ｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌
株とが挙げられる。
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【００７５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルデ
ィイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウ
ム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される
１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００７６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニ
イ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイ
シプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マ
シリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム
・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロ
イデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又
はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）から
なる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００７７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒ
ａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス
（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メル
ダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティ
フェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フ
ィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィド
バクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から
選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００７８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
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ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００７９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルデ
ィイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウ
ム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される
１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００８０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェ
ラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００８１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ
以上の細菌株とが挙げられる。
【００８２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレ
ベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上
の細菌株とが挙げられる。
【００８３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブ
レベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以
上の細菌株とが挙げられる。
【００８４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オバツス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｖａｔｕｓ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒ
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ｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂ
ａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【００８５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌｏｓ
ｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔａｐ
ｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）、エンテロコッカス・フェカリス
（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイオタ
オミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロ
イデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・
ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カ
ゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎ
ｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂ
ａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒ
ａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス
（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メル
ダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティ
フェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フ
ィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィド
バクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から
選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００８６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、スタフィロコッカス・サプロフィチカス
（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、エンテロコッカス
・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、クロストリジウム・ヒ
ストリチクム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス
・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ
）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バク
テロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクト
バチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラ
ギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィ
イ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソ
ニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレ
イシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス
・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・
マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロ
イデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウ
ム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテ
ロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／
又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）か
らなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００８７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔ
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ｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、クロストリジウム・ヒストリチクム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス
・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフ
ォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔ
ｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテ
リウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択さ
れる１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００８８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、クロストリジウム・ヒストリチクム（Ｃ
ｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・テタイオタオ
ミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイ
デス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユ
ニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼ
イ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅ
ｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００８９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、バクテロイデス・テタイオタオミクロン
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バクテロイデス・
ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォ
ルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂ
ａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃ
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ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリ
ウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択され
る１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００９０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａ
ｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏ
ｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌ
ｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔ
ｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉ
ｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株
とが挙げられる。
【００９１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ
　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレ
ベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上
の細菌株とが挙げられる。
【００９２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅ
ｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ
　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏ
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ｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブ
レベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以
上の細菌株とが挙げられる。
【００９３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅ
ｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００９４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃ
ｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプ
レヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラム
ノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリ
エンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００９５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシ
プレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラ
ムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシ
リエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデ
ス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・
モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイ
デス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又は
ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からな
る群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
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【００９６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイシプ
レヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラム
ノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリ
エンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００９７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００９８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリ
ウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択され
る１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【００９９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテ
リウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択さ
れる１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１００】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒ
ａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルデ
ィイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウ
ム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される
１つ以上の細菌株とが挙げられる。
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【０１０１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリ
ウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択され
る１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１０２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、カンピロバクター・ジェジュニ（Ｃ
ａｍｐｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆ
ｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０１０３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、スタフィロコッカス・サプロフィチカス（Ｓｔ
ａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、エンテロコッカス・フェ
カリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、クロストリジウム・ヒストリ
チクム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタ
イオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バ
クテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイ
デス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチル
ス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａ
ｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプ
レヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラム
ノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリ
エンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１０４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅｎｔｅｒｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、クロストリジウム・ヒストリチクム（Ｃｌｏｓｔ
ｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブル
ガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃ
ｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒ
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ａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディ
イ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム
・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１
つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１０５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、クロストリジウム・ヒストリチクム（Ｃｌｏｓ
ｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・テタイオタオミクロ
ン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・
ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォ
ルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂ
ａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリ
ウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択され
る１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１０６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、バクテロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バクテロイデス・ブルガ
タス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ
以上の細菌株とが挙げられる。
【０１０７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌ
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ｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉ
ｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔ
ｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈ
ｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅ
ｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒ
ｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａ
ｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙
げられる。
【０１０８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒ
ａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗ
ｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃ
ｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂ
ｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌
株とが挙げられる。
【０１０９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆ
ｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌ
ｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕ
ｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（
Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細
菌株とが挙げられる。
【０１１０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂ
ａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅ
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ｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリ
ウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択され
る１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１１１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニ
イ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイ
シプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マ
シリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム
・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロ
イデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又
はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）から
なる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１１２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂ
ａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエン
シス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メ
ルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１１３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス
（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メル
ダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティ
フェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フ
ィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィド
バクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から
選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１１４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
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ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリ
ウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択され
る１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１１５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ
以上の細菌株とが挙げられる。
【０１１６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒ
ａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディ
イ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム
・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１
つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１１７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブ
レベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以
上の細菌株とが挙げられる。
【０１１８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ
以上の細菌株とが挙げられる。
【０１１９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ラモスム（Ｃｌ
ｏｓｔｒｉｄｉａ　ｒａｍｏｓｕｍ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０１２０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
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ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、クロストリジウム・ヒストリチクム（
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）、バクテロイデス・テタイオタオ
ミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロイ
デス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユ
ニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼ
イ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅ
ｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１２１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、クロストリジ
ウム・ヒストリチクム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バク
テロイデス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍ
ｉｃｒｏｎ）、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕ
ｓ）、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ
）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイ
デス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・
ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌ
クレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス
・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイ
デス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラク
トバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテ
ロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パ
ラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソ
バクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ
）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉ
ｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒ
ｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１２２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、バクテロイデ
ス・テタイオタオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏ
ｎ）と、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、
バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラ
クトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・
フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォ
フィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレア
タム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョ
ンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・
オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチ
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ルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデ
ス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバク
テロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテ
リウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バ
クテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及
び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ
）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１２３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、バクテロイデ
ス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ユ
ニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼ
イ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅ
ｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１２４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、バクテロイデ
ス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチル
ス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａ
ｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプ
レヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラム
ノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリ
エンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１２５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、ラクトバチル
ス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシ
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プレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラ
ムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシ
リエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデ
ス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・
モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイ
デス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又は
ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からな
る群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１２６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、バクテロイデ
ス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・
ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌ
クレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス
・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイ
デス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラク
トバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテ
ロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パ
ラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソ
バクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ
）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉ
ｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒ
ｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１２７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、アシネトバク
ター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリ
ウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテ
ロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バ
クテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ
）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）
、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉ
ｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ
）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆ
ｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇ
ｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１２８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、フソバクテリ
ウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバク
テロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、
バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕ
ｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ
）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓ
ｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａ
ｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉ
ｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅ
ｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
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【０１２９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、パラバクテロ
イデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バ
クテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ
）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）
、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉ
ｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ
）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆ
ｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇ
ｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１３０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、バクテロイデ
ス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラク
トバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテ
ロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パ
ラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソ
バクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ
）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉ
ｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒ
ｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１３１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、ラクトバチル
ス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデ
ス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバク
テロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテ
リウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バ
クテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及
び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ
）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１３２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、バクテロイデ
ス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバ
クテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバク
テリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、
バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）
及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖ
ｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１３３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、パラバクテロ
イデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリ
ウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バク
テロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び
／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）
からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
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【０１３４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）と、フソバクテリ
ウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バ
クテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及
び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ
）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１３５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、スタフィロコッカス・サプロフィチ
カス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔｉｃｕｓ）とバクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０１３６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、クロストリジウム・ヒストリチクム（
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・テタイオタ
オミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）、バクテロ
イデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・
ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カ
ゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎ
ｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂ
ａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒ
ａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス
（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メル
ダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティ
フェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フ
ィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィド
バクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から
選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１３７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、バクテロイデス・テタイオタオミクロ
ン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バクテロイデス
・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデス・ユニフ
ォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔ
ｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテ
リウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択さ
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れる１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１３８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒ
ａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗ
ｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃ
ｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂ
ｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌
株とが挙げられる。
【０１３９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅ
ｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅ
ｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ
　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブ
レベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以
上の細菌株とが挙げられる。
【０１４０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・
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ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ
以上の細菌株とが挙げられる。
【０１４１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎ
ｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂ
ａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒ
ａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス
（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メル
ダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティ
フェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フ
ィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィド
バクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から
選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１４２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａ
ｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシ
プレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラ
ムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシ
リエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデ
ス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・
モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイ
デス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又は
ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からな
る群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１４３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニ
イ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイ
シプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マ
シリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム
・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロ
イデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又
はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）から
なる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１４４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイシ
プレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラ
ムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシ
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リエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデ
ス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・
モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイ
デス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又は
ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からな
る群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１４５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス
（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メル
ダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティ
フェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フ
ィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィド
バクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から
選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１４６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテ
リウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択さ
れる１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１４７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェ
ラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１４８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリ
ウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択され
る１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１４９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテ
リウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択さ
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れる１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１５０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、エンテロコッカス・フェカリス（Ｅ
ｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉ
ｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０１５１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・テタイオ
タオミクロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バク
テロイデス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）、バクテロイデ
ス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス
・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃ
ｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレ
ヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノ
サス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・
メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１５２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・ブルガタ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔ
ｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ
以上の細菌株とが挙げられる。
【０１５３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・ユニフォ
ルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔ
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ｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテ
リウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択さ
れる１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１５４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、ラクトバチルス・カゼイ（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔ
ｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェ
ラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１５５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・フラギリ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ
（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニ
イ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイ
シプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マ
シリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム
・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロ
イデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又
はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）から
なる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１５６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、アシネトバクター・ルヴォ
フィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレ
アタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジ
ョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス
・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバ
チルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイ
デス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバ
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クテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバク
テリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、
バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）
及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖ
ｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１５７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、フソバクテリウム・ヌクレ
アタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・
ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデ
ス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクト
バチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロ
イデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラ
バクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバ
クテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）
、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ
）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅ
ｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１５８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョ
ンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス
・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバ
チルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイ
デス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバ
クテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバク
テリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、
バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）
及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖ
ｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１５９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・オレイシ
プレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マ
シリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム
・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロ
イデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又
はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）から
なる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１６０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、ラクトバチルス・ラムノサ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・
メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
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から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１６１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１６２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、パラバクテロイデス・メル
ダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１６３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）と、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１６４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、クロストリジウム・ヒストリチクム
（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃｕｍ）とバクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブ
レベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０１６５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バクテロイデ
ス・ブルガタス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ユ
ニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ラクトバチルス・カゼ
イ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅ
ｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１６６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
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ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バクテロイデ
ス・ユニフォルミス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチル
ス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａ
ｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプ
レヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラム
ノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリ
エンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１６７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、ラクトバチル
ス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシ
プレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラ
ムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシ
リエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデ
ス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・
モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイ
デス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又は
ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からな
る群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１６８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バクテロイデ
ス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・
ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌ
クレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス
・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイ
デス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラク
トバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテ
ロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パ
ラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソ
バクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ
）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉ
ｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒ
ｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１６９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、アシネトバク
ター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリ
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ウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテ
ロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バ
クテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ
）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）
、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉ
ｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ
）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆ
ｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇ
ｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１７０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、フソバクテリ
ウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバク
テロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、
バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕ
ｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ
）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓ
ｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａ
ｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉ
ｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅ
ｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１７１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、パラバクテロ
イデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バ
クテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ
）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）
、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉ
ｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ
）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆ
ｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇ
ｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１７２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バクテロイデ
ス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラク
トバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテ
ロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パ
ラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソ
バクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ
）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉ
ｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒ
ｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１７３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、ラクトバチル
ス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデ



(87) JP 2018-519295 A 2018.7.19

10

20

30

40

50

ス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバク
テロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテ
リウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バ
クテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及
び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ
）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１７４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、バクテロイデ
ス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバ
クテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバク
テリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、
バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）
及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖ
ｅ）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１７５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、パラバクテロ
イデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリ
ウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バク
テロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び
／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）
からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１７６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）と、フソバクテリ
ウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バ
クテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及
び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ
）からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１７７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・テタイオタオミク
ロン（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｔｈｅｔａｉｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）とバクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０１７８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・ユニフォルミス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　
ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　
ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎ
ｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂ
ａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレベ
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（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上の
細菌株とが挙げられる。
【０１７９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ
　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　
ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏ
ｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレ
ベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上
の細菌株とが挙げられる。
【０１８０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔ
ｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェ
ラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１８１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉ
ｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレ
ヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノ
サス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・
メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１８２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓ
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ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプ
レヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラム
ノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリ
エンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１８３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイシプレ
ヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノ
サス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・
メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１８４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェ
ラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１８５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルデ
ィイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウ
ム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される
１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１８６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリ



(90) JP 2018-519295 A 2018.7.19

10

20

30

40

50

ウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択され
る１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１８７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディ
イ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム
・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１
つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１８８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネゴルデ
ィイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウ
ム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される
１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１８９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ブルガタス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｖｕｌｇａｔｕｓ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉ
ｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０１９０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃ
ｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒ
ａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディ
イ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム
・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１
つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１９１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉ
ｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエン
シス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メ
ルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
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フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１９２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニ
イ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイ
シプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マ
シリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム
・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロ
イデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又
はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）から
なる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１９３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソ
ニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレ
イシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス
・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・
マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロ
イデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウ
ム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテ
ロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／
又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）か
らなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１９４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイ
シプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マ
シリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム
・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロ
イデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又
はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）から
なる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１９５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエン
シス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メ
ルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
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フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１９６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェ
ラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１９７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１９８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテ
リウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択さ
れる１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０１９９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）と、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２００】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・ユニフォルミス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂ
ｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２０１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａｃｔｅｒｏｉ
ｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔ
ｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔ
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ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルデ
ィイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウ
ム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される
１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２０２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉｎｅｔ
ｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２０３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓｏｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒ
ａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス
（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メル
ダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティ
フェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フ
ィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィド
バクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から
選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２０４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａｒａｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２０５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａｃｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔ
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ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルデ
ィイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウ
ム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される
１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２０６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブ
レベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以
上の細菌株とが挙げられる。
【０２０７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕ
ｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ
以上の細菌株とが挙げられる。
【０２０８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂ
ａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブレ
ベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以上
の細菌株とが挙げられる。
【０２０９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏ
ｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム・ブ
レベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１つ以
上の細菌株とが挙げられる。
【０２１０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅｉ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒ
ｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂ
ａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２１１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、アシネトバクター・ルヴォフィイ（Ａｃｉ
ｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓ
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ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプレ
ヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノ
サス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・
メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２１２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（Ｆｕｓ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（
Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレイシプ
レヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラム
ノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリ
エンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２１３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイシプレ
ヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・ラムノ
サス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・
メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２１４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌ
ａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェ
ラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２１５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏ
ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃ



(96) JP 2018-519295 A 2018.7.19

10

20

30

40

50

ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａ
ｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルデ
ィイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウ
ム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される
１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２１６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェラム
（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリ
ウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択され
る１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２１７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐａｒａ
ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴルディ
イ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウム
・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される１
つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２１８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）と、フソバクテリウム・モルティフェラム（Ｆ
ｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネゴルデ
ィイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテリウ
ム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択される
１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２１９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・フラギリス（Ｂａ
ｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇｉｌｉｓ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃ
ｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉ
ｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２２０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソ
ニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）、バクテロイデス・オレ
イシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス
・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・
マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロ
イデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウ
ム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテ
ロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／
又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）か
らなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２２１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
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Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイ
シプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチルス・
ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マ
シリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイ
デス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム
・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロ
イデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又
はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）から
なる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２２２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリエン
シス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メ
ルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２２３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフェ
ラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２２４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２２５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテ
リウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択さ
れる１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２２６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）と、フソバクテリウム・モルティフェラ
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ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２２７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、アシネトバクター・ルヴォフィイ（
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏｆｆｉｉ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂ
ｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２２８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・ジョンソ
ニイ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オ
レイシプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）、ラクトバチル
ス・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス
・マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテ
ロイデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリ
ウム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バク
テロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び
／又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）
からなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２２９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、バクテロイデス・オレイシプレ
ヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラム
ノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・マシリ
エンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２３０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、ラクトバチルス・ラムノサス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・メル
ダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティ
フェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フ
ィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィド
バクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から
選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２３１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、バクテロイデス・マシリエンシ
ス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メ
ルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
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ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２３２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、パラバクテロイデス・メルダエ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２３３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）と、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フ
ィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィド
バクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から
選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２３４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、フソバクテリウム・ヌクレアタム（
Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｎｕｃｌｅａｔｕｍ）とバクテロイデス・フィネゴルディ
イ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ
（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２３５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・オレイ
シプレヌス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス
・ラムノサス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）、バクテロイデス・
マシリエンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロ
イデス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウ
ム・モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテ
ロイデス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／
又はビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）か
らなる群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２３６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、ラクトバチルス・ラムノ
サス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリ
エンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２３７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、バクテロイデス・マシリ
エンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデ
ス・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・
モルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイ
デス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又は
ビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からな
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る群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２３８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、パラバクテロイデス・メ
ルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２３９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）と、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２４０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、パラバクテロイデス・ジョンソニイ
（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｊｏｈｎｓｏｎｉｉ）とバクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２４１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、ラクトバチルス・ラムノサ
ス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、パラバクテロイデス・
メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モル
ティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２４２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエ
ンシス（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス
・メルダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モ
ルティフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデ
ス・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビ
フィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる
群から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２４３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、パラバクテロイデス・メル
ダエ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２４４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オレイシプレヌス
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（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）と、フソバクテリウム・モルテ
ィフェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス
・フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフ
ィドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群
から選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２４５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・オレイシプレヌス
（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｏｌｅｉｃｉｐｌｅｎｕｓ）とバクテロイデス・フィネゴル
ディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブ
レベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２４６】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）、フソバクテリウム・モルティフ
ェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィ
ネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバ
クテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２４７】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバクテ
リウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択さ
れる１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２４８】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）と、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２４９】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、ラクトバチルス・ラムノサス（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｈａｍｎｏｓｕｓ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂ
ｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２５０】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、パラバクテロイデス・メルダ
エ（Ｐａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティ
フェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）、バクテロイデス・フ
ィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィド
バクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から
選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２５１】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）と、フソバクテリウム・モルティ
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フェラム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・
フィネゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィ
ドバクテリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群か
ら選択される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２５２】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、バクテロイデス・マシリエンシス（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍａｓｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）とバクテロイデス・フィネゴルデ
ィイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレ
ベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２５３】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）と、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）と、バクテロイデス・フィネ
ゴルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）及び／又はビフィドバク
テリウム・ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）からなる群から選択
される１つ以上の細菌株とが挙げられる。
【０２５４】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、パラバクテロイデス・メルダエ（Ｐ
ａｒａｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｍｅｒｄａｅ）とバクテロイデス・フィネゴルディイ（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・ブレベ（Ｂ
ｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２５５】
　一部の実施形態において、細菌の組合せとしては、フソバクテリウム・モルティフェラ
ム（Ｆｕｓｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｍｏｒｔｉｆｅｒｕｍ）とバクテロイデス・フィネゴ
ルディイ（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ　ｆｉｎｅｇｏｌｄｉｉ）とビフィドバクテリウム・
ブレベ（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｒｅｖｅ）とが挙げられる。
【０２５６】
　細菌組成物
　特定の実施形態において、本明細書には、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇ
の産生を誘導する細菌又は細菌の組合せを含有する組成物（例えば、医薬組成物、栄養補
助食品又は食品製品）が提供される。一部の実施形態において、本組成物は薬学的に許容
可能な担体を更に含む。
【０２５７】
　一部の実施形態において、本組成物中の細菌の少なくとも１０％、１５％、２０％、２
５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７
５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％は、本明細
書に記載される細菌種の中から選択される。本組成物中の細菌の１０％、１５％、２０％
、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％
、７５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％又は９９％は、本
明細書に記載される細菌株の中から選択される。
【０２５８】
　一部の実施形態において、本明細書に記載される組成物は、本明細書に記載される細菌
の１つの種のみを含んでもよく、又は本明細書に記載される細菌の２つ以上の種を含んで
もよい。例えば、本明細書に記載される種の１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０
、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９又は２０種が、任意の組合せ
で本明細書に提供される組成物中に含まれ得る。
【０２５９】
　一部の実施形態において、本明細書に記載される組成物は、本明細書に記載される細菌
の１つの株のみを含んでもよく、又は本明細書に記載される細菌の２つ以上の株を含んで
もよい。例えば、本明細書に記載される株の１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０
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、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９又は２０種が、任意の組合せ
で本明細書に提供される組成物中に含まれ得る。
【０２６０】
　一部の実施形態において、本明細書に記載される組成物は、医薬組成物、栄養補助食品
、又は食品製品（例えば、食品又は飲料）であってもよい。一部の実施形態において、食
品製品は動物用飼料である。
【０２６１】
　以下に詳細に記載するとおり、本明細書に開示される医薬組成物は、経口又は直腸投与
に適した形態を含め、固体又は液体形態で投与されるように特別に製剤化され得る。
【０２６２】
　特定の実施形態において、本明細書に記載される経口投与用の医薬組成物は、結腸にお
けるＬＰ　Ｔｒｅｇの産生をより効率的に誘導するため、結腸への細菌の効率的な送達を
可能にする追加の成分を含む。一部の実施形態において、結腸への細菌の送達を可能にす
る医薬製剤を使用することができる。かかる製剤の例としては、腸溶ポリマーが胃を通過
した後にｐＨがアルカリ性になるとその内容物を放出する緩衝サシェ製剤又は腸溶ポリマ
ーなど、ｐＨ感受性組成物が挙げられる。医薬製剤の製剤化にｐＨ感受性組成物が用いら
れる場合、そのｐＨ感受性組成物は、組成物の分解のｐＨ閾値が約６．８～約７．５であ
るポリマーであってもよい。
【０２６３】
　結腸への細菌の送達に有用な医薬組成物の別の実施形態は、細菌の放出を、小腸通過時
間に相当する約３～５時間だけ遅延させることにより結腸への送達を可能にするものであ
る。一部の実施形態において、遅延放出用の医薬組成物としては、ヒドロゲルシェルが挙
げられる。ヒドロゲルは胃腸液と接触すると水和して膨潤し、その結果、内容物が有効に
放出される（主に結腸で放出される）。遅延放出投薬量単位には、細菌をコートするか又
は選択的にコートする材料を有する細菌含有組成物が含まれる。かかる選択的なコーティ
ング材料の例としては、インビボ分解性ポリマー、漸進的加水分解性ポリマー、漸進的水
溶性ポリマー、及び／又は酵素分解性ポリマーが挙げられる。放出を効率的に遅延させる
多種多様なコーティング材料が利用可能であり、例えば、ヒドロキシプロピルセルロース
などのセルロース系ポリマー、メタクリル酸ポリマー及びコポリマーなどのアクリル酸ポ
リマー及びコポリマー、及びポリビニルピロリドンなどのビニルポリマー及びコポリマー
が挙げられる。
【０２６４】
　結腸への送達を可能にする組成物の例としては、更に、結腸粘膜に特異的に接着する生
体接着性組成物（例えば、米国特許第６，３６８，５８６号明細書（本明細書によって参
照により援用される）の明細書に記載されるポリマー）、及びプロテアーゼの活性に起因
する分解から胃腸管内のバイオ医薬製剤を特に保護するためプロテアーゼ阻害薬が配合さ
れる組成物が挙げられる。
【０２６５】
　結腸への送達を可能にするシステムの例は、胃の遠位部分での細菌発酵におけるガスの
発生によって生じる圧力変化を利用して内容物が放出されるように圧力変化によって結腸
に組成物を送達するシステムである。かかるシステムは特に限定されず、そのより具体的
な例は、内容物を坐剤基剤中に分散させたカプセル及び疎水性ポリマー（例えばエチルセ
ルロース）でコートされたカプセルである。
【０２６６】
　結腸への送達を可能にするシステムの別の例は、組成物を結腸に送達するシステムであ
って、結腸に存在する酵素（例えば、炭水化物加水分解酵素又は炭水化物還元酵素）によ
って特異的に分解されるシステムである。かかるシステムは特に限定されず、そのより具
体的な例としては、非デンプン性多糖類、アミロース、キサンタンガム、及びアゾポリマ
ーなどの食品成分を使用するシステムが挙げられる。
【０２６７】
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　一部の実施形態において、本明細書に記載される組成物は免疫抑制剤を更に含む。免疫
抑制剤の例としては、限定はされないが、コルチコステロイド類、メサラジン、メサラミ
ン、スルファサラジン、スルファサラジン誘導体、免疫抑制薬、シクロスポリンＡ、メル
カプトプリン、アザチオプリン、プレドニゾン、メトトレキサート、抗ヒスタミン薬、グ
ルココルチコイド類、エピネフリン、テオフィリン、クロモリンナトリウム、抗ロイコト
リエン剤、抗コリン鼻炎薬、抗コリン鬱血除去薬、肥満細胞安定化薬、モノクローナル抗
ＩｇＥ抗体、ワクチン（例えば、アレルゲン量を漸増させるワクチン接種に用いられるワ
クチン）、抗ＩＬ－６抗体などのサイトカイン阻害薬、インフリキシマブ、アダリムマブ
、セルトリズマブペゴール、ゴリムマブ、又はエタネルセプトなどのＴＮＦ阻害薬、及び
これらの組合せが挙げられる。
【０２６８】
　一部の実施形態において、本組成物は、健康食品又は飲料、乳児用の食品又は飲料、妊
婦、運動選手、高齢者又は他の特定の集団用の食品又は飲料、機能性食品、飲料、特定の
健康上の使用のための食品又は飲料、栄養補助食品、患者用の食品又は飲料、又は動物用
飼料などの食品製品（例えば、食品又は飲料）である。食品及び飲料の具体的な例として
は、ジュース、清涼飲料水、茶系飲料、ドリンク製剤、ゼリー飲料、及び機能性飲料など
の種々の飲料；ビールなどのアルコール飲料；米食品製品、麺類、パン、及びパスタなど
の炭水化物含有食品；魚肉ハム、ソーセージ、海産物の練り製品などの練り製品；カレー
、濃厚なとろみのついたソースをからめた食品、及び中華スープなどのレトルトパウチ製
品；スープ類；ミルク、乳飲料、アイスクリーム、チーズ、及びヨーグルトなどの酪農製
品；味噌、ヨーグルト、発酵飲料、及びピクルスなどの発酵製品；豆製品；ビスケット、
クッキーなど、キャンディー、チューインガム、グミ、冷菓、例えば、ゼリー、プリン、
及び冷凍菓子を含めた種々の菓子製品；即席スープ及び即席味噌汁などのインスタント食
品；電子レンジ食品などが挙げられる。更に、例としてはまた、粉末、顆粒、錠剤、カプ
セル、液体、ペースト、及びゼリーの形態で調製される健康食品及び飲料も挙げられる。
【０２６９】
　一部の実施形態において、本組成物は、ヒトを含めた動物用の食品製品である。ヒト以
外の動物は特に限定されず、本組成物は様々な家畜、家禽、ペット、実験動物などに使用
することができる。動物の具体的な例としては、ブタ、ウシ、ウマ、ヒツジ、ヤギ、ニワ
トリ、カモ、ダチョウ、アヒル、イヌ、ネコ、ウサギ、ハムスター、マウス、ラット、サ
ルなどが挙げられるが、動物はこれらに限定されない。
【０２７０】
　Ｒｏｒγ
　特定の実施形態において、本明細書には、Ｒｏｒγを誘導することによってＬＰ　Ｔｒ
ｅｇを誘導する方法及び／又は炎症性腸疾患など、病的免疫応答に関連する疾患又は障害
を治療する方法が提供される。Ｒｏｒγの活性化は、例えば、Ｒｏｒγタンパク質活性又
はＲｏｒγタンパク質量の増加によることができる。例えば、Ｒｏｒγを誘導する薬剤に
は、Ｒｏｒγタンパク質活性を増加させる薬剤、Ｒｏｒγタンパク質分解を低下させる薬
剤、Ｒｏｒγ　ｍＲＮＡ安定性を増加させる薬剤、及びＲｏｒγタンパク質をコードする
核酸の転写及び／又は翻訳を増加させる薬剤が含まれる。
【０２７１】
　ＲｏｒγはＤＮＡ結合転写因子であり、核ホルモン受容体のＮＲ１サブファミリーのメ
ンバーである。ＲｏｒγはＲｏｒｃ遺伝子によってコードされる。Ｒｏｒγは、本明細書
に開示されるとおり、Ｔｒｅｇ誘導性転写因子ＦｏｘＰ３に対してアンタゴニスト性であ
ることが以前報告されているが、Ｒｏｒγは大部分のＬＰ　Ｔｒｅｇで発現する。アミノ
酸配列ヒトＲｏｒγは、参照により本明細書に援用されるＮＣＢＩ受託番号ＸＰ＿００６
７１１５４７．２で利用可能である。ヒトＲｏｒγアイソフォームｍＲＮＡの核酸配列は
、参照により本明細書に援用されるＮＣＢＩ受託番号ＸＭ＿００６７１１４８４．２で利
用可能である。
【０２７２】
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　Ｒｏｒγアゴニスト
　特定の実施形態において、本明細書には、Ｔｒｅｇを誘導するため及び／又は炎症性腸
疾患を治療するための組成物及び方法が提供される。これらの方法は、Ｒｏｒγを活性化
する薬剤（即ち、Ｒｏｒγアゴニスト）を投与するステップを含む。かかる薬剤には、以
下に開示されるもの、当該技術分野において公知のもの及び本明細書に記載されるスクリ
ーニングアッセイを用いて同定されるものが含まれる。一部の実施形態において、本明細
書に開示される方法の実施には、Ｒｏｒγを活性化する任意の薬剤を使用することができ
る。Ｒｏｒγアゴニストは、小分子、タンパク質、ペプチド、核酸、炭水化物又は抗体で
あってもよい。一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストはステロールである。例示
的Ｒｏｒγアゴニストは、Ｈｕ　ｅｔ　ａｌ．，Ｎａｔｕｒｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｂｉ
ｏｌｏｇｙ　１１：１４１－１４７（２０１５）、Ｓｏｒｏｏｓｈ　ｅｔ　ａｌ．，Ｐｒ
ｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．ＵＳＡ　１１１：１２１６３－１２１６８（２０１
４）及びＳａｎｔｏｒｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ｃｅｌｌ　Ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍ　２１：２８
６－２９７（２０１５）及び米国特許第８，３８９，７３９号明細書（これらの各々が本
明細書によって参照により援用される）に記載される。
【０２７３】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストは、コレステロール硫酸、２５－ＯＨＣ
、２５－ＯＨＣ硫酸、デスモステロール、デスモステロール硫酸、５α，６α－エポキシ
コレスタノール硫酸、７α，２７－ジＯＨＣ、５α，６α－エポキシコレスタノール、２
４Ｓ，２５－エポキシコレステロール、７α－ＯＨＣ、２０α－ＯＨＣ、２２Ｒ－ＯＨＣ
、２４Ｓ－ＯＨＣ、２７－ＯＨＣ、７β，２７－ＯＨＣ、７－ケト，２７－ＯＨＣ、７α
，２７－ＯＨＣ、４ＡＣ４ＭΔ°、Δ７－ｄａｆ、チモステロール、４Ｃ、７ＤＨＣ、チ
モステロン、４Ｃ２２ＯＨ、４，７－コレステン、２５ＯＨ、ＯＲ－１２８７２、ＯＲ－
９４２、又はこれらのプロドラッグ、活性誘導体若しくは薬学的に許容可能な塩からなる
群から選択されるステロールである。
【０２７４】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストは、２５－ＯＨＣ、２５－ＯＨＣプロド
ラッグ、２５－ＯＨＣの活性誘導体又はこれらの薬学的に許容可能な塩である。２５－Ｏ
ＨＣは以下の化学構造を有する：
【０２７５】
【化１】

【０２７６】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストは、ヒオデオキシコール酸メチルエステ
ル（ＯＲ－９４２）、ヒオデオキシコール酸メチルエステルプロドラッグ、ヒオデオキシ
コール酸メチルエステルの活性誘導体又はこれらの薬学的に許容可能な塩である。ヒオデ
オキシコール酸メチルエステルは以下の化学構造を有する：
【０２７７】
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【化２】

【０２７８】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストは、ＯＲ－１２８７２（４Ｒ－［３Ｒ，
６Ｒ－ビス－（ｔｅｒｔ－ブチル－ジメチル－シラニルオキシ）－１０Ｒ，１３Ｒ－ジメ
チル－５Ｒ－８Ｓ－９Ｓ－１４Ｓ－ヘキサデカヒドロシクロペンタ［ａ］フェナントレン
－１７Ｒ－イル］－ペンタン酸メチルエステル）、ＯＲ－１２８７２プロドラッグ、ＯＲ
－１２８７２の活性誘導体又はこれらの薬学的に許容可能な塩である。ＯＲ－１２８７２
の合成については、米国特許第８，３８９，７３９号明細書（本明細書によって全体とし
て参照により援用される）に記載されている。ＯＲ－１２８７２は以下の化学構造を有す
る：
【０２７９】

【化３】

【０２８０】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストは、デスモステロール、デスモステロー
ルプロドラッグ、デスモステロールの活性誘導体又はこれらの薬学的に許容可能な塩であ
る。デスモステロールは以下の化学構造を有する：
【０２８１】

【化４】

【０２８２】
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　一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストは、７β，２７－ＯＨＣ、７β，２７－
ＯＨＣプロドラッグ、７β，２７－ＯＨＣの活性誘導体又はこれらの薬学的に許容可能な
塩である。７β，２７－ＯＨＣは以下の化学構造を有する：
【０２８３】
【化５】

【０２８４】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストは、７ケト，２７－ＯＨＣ、７ケト，２
７－ＯＨＣプロドラッグ、７ケト，２７－ＯＨＣの活性誘導体又はこれらの薬学的に許容
可能な塩である。７ケト，２７－ＯＨＣは以下の化学構造を有する：
【０２８５】
【化６】

【０２８６】
　一部の実施形態において、Ｒｏｒγアゴニストは、４α－カルボキシ，４β－メチル－
チモステロール（４ＡＣＤ８）、４ＡＣＤ８プロドラッグ、４ＡＣＤ８の活性誘導体又は
これらの薬学的に許容可能な塩である。４ＡＣＤ８は以下の化学構造を有する：
【０２８７】
【化７】

【０２８８】
　一部の実施形態において、本明細書に記載される方法において有用な薬剤の同定は、化
合物ライブラリ（ステロールライブラリを含む）をスクリーニングして、Ｒｏｒγ活性を
誘導する化合物を（例えば、Ｈｕ　ｅｔ　ａｌ．，Ｎａｔｕｒｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｂ
ｉｏｌｏｇｙ　１１：１４１－１４７（２０１５）、Ｓｏｒｏｏｓｈ　ｅｔ　ａｌ．，Ｐ
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ｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．ＵＳＡ　１１１：１２１６３－１２１６８（２０
１４）及びＳａｎｔｏｒｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ｃｅｌｌ　Ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍ　２１：２
８６－２９７（２０１５）及び米国特許第８，３８９，７３９号明細書（これらの各々が
本明細書によって参照により援用される）に記載されるものなど、レポーターアッセイで
）同定することにより行い得る。
【０２８９】
　本明細書に開示される方法において有用な薬剤は、天然及び／又は合成化合物の系統的
ライブラリを含めた、任意の利用可能な供給源から入手してもよい。薬剤はまた、生物学
的ライブラリ；ペプトイドライブラリ（ペプチドの機能を有するが、酵素分解に抵抗性で
ある新規の非ペプチド骨格を含み、それにも関わらず生理活性は保持している分子のライ
ブラリ；例えば、Ｚｕｃｋｅｒｍａｎｎ　ｅｔ　ａｌ．，１９９４，Ｊ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅ
ｍ．３７：２６７８－８５を参照のこと）；空間的に指定可能な並列固相又は溶相ライブ
ラリ；デコンボリューションを必要とする合成ライブラリ方法；「１ビーズ１化合物」ラ
イブラリ方法；及びアフィニティークロマトグラフィー選択を用いた合成ライブラリ方法
を含め、当該技術分野において公知のコンビナトリアルライブラリ方法における数多くの
手法のうちのいずれかによって入手してもよい。生物学的ライブラリ及びペプトイドライ
ブラリ手法はペプチドライブラリに限定されるが、一方、他の４つの手法はペプチド、非
ペプチドオリゴマー又は小分子化合物ライブラリに適用可能である（Ｌａｍ，１９９７，
Ａｎｔｉｃａｎｃｅｒ　Ｄｒｕｇ　Ｄｅｓ．１２：１４５）。
【０２９０】
　分子ライブラリの合成方法の例については、当該技術分野において、例えば、ＤｅＷｉ
ｔｔ　ｅｔ　ａｌ．（１９９３）Ｐｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．Ｕ．Ｓ．Ａ．
９０：６９０９；Ｅｒｂ　ｅｔ　ａｌ．（１９９４）Ｐｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓ
ｃｉ．ＵＳＡ　９１：１１４２２；Ｚｕｃｋｅｒｍａｎｎ　ｅｔ　ａｌ．（１９９４）．
Ｊ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．３７：２６７８；Ｃｈｏ　ｅｔ　ａｌ．（１９９３）Ｓｃｉｅｎ
ｃｅ　２６１：１３０３；Ｃａｒｒｅｌｌ　ｅｔ　ａｌ．（１９９４）Ａｎｇｅｗ．Ｃｈ
ｅｍ．Ｉｎｔ．Ｅｄ．Ｅｎｇｌ．３３：２０５９；Ｃａｒｅｌｌ　ｅｔ　ａｌ．（１９９
４）Ａｎｇｅｗ．Ｃｈｅｍ．Ｉｎｔ．Ｅｄ．Ｅｎｇｌ．３３：２０６１；及びＧａｌｌｏ
ｐ　ｅｔ　ａｌ．（１９９４）Ｊ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．３７：１２３３を参照することが
できる。
【０２９１】
　薬剤のライブラリは、溶液中（例えば、Ｈｏｕｇｈｔｅｎ，１９９２，Ｂｉｏｔｅｃｈ
ｎｉｑｕｅｓ　１３：４１２－４２１）、又はビーズ上（Ｌａｍ，１９９１，Ｎａｔｕｒ
ｅ　３５４：８２－８４）、チップ上（Ｆｏｄｏｒ，１９９３，Ｎａｔｕｒｅ　３６４：
５５５－５５６）、細菌及び／又は芽胞上（Ｌａｄｎｅｒ、米国特許第５，２２３，４０
９号明細書）、プラスミド上（Ｃｕｌｌ　ｅｔ　ａｌ，１９９２，Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　
Ａｃａｄ　Ｓｃｉ　ＵＳＡ　８９：１８６５－１８６９）又はファージ上（Ｓｃｏｔｔ　
ａｎｄ　Ｓｍｉｔｈ，１９９０，Ｓｃｉｅｎｃｅ　２４９：３８６－３９０；Ｄｅｖｌｉ
ｎ，１９９０，Ｓｃｉｅｎｃｅ　２４９：４０４－４０６；Ｃｗｉｒｌａ　ｅｔ　ａｌ，
１９９０，Ｐｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．８７：６３７８－６３８２；Ｆｅｌ
ｉｃｉ，１９９１，Ｊ．Ｍｏｌ．Ｂｉｏｌ．２２２：３０１－３１０；Ｌａｄｎｅｒ、前
掲）に提供してもよい。
【０２９２】
　医薬組成物
　特定の実施形態において、本明細書には、本明細書に記載される少なくとも１つの薬剤
を薬学的に許容可能な担体と共に含有する組成物、例えば医薬組成物が提供される。一実
施形態において、本組成物は、複数（例えば２つ以上）の本明細書に記載される薬剤の組
合せを含む。
【０２９３】
　以下に詳細に記載するとおり、本明細書に開示される医薬組成物は、以下：（１）経口
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投与、例えば、飲薬（水性又は非水性溶液又は懸濁液）、錠剤、例えば、頬側、舌下、及
び全身吸収を目的とするもの、ボーラス、散剤、顆粒、舌に適用されるペースト；又は（
２）例えば滅菌溶液又は懸濁液としての、例えば皮下、筋肉内、静脈内又は硬膜外注射に
よる非経口投与、又は持続放出製剤に適した形態を含め、固体又は液体形態での投与用に
特別に製剤化し得る。
【０２９４】
　これらの製剤又は組成物の調製方法は、本明細書に記載される薬剤を担体及び任意選択
で１つ以上の補助成分と合わせるステップを含む。一般に、製剤は、本明細書に記載され
る薬剤を液体担体、又は微粉化した固体担体、又は両方と均一且つ均質に合わせ、次に必
要であれば生成物を成形することにより調製される。
【０２９５】
　非経口投与に好適な医薬組成物は、糖類、アルコール類、抗酸化剤、緩衝液、静菌剤、
製剤を意図されるレシピエントの血液と等張にする溶質又は懸濁剤若しくは増粘剤を含有
し得る、１つ以上の薬学的に許容可能な滅菌等張性水性又は非水性溶液、分散液、懸濁液
又はエマルション、又は使用直前に滅菌注射用溶液又は分散液に再構成し得る滅菌粉末と
組み合わせた、本明細書に記載される１つ以上の薬剤を含む。
【０２９６】
　医薬組成物に利用し得る好適な水性及び非水性担体の例としては、水、エタノール、ポ
リオール類（グリセロール、プロピレングリコール、ポリエチレングリコールなど）、及
びこれらの好適な混合物、オリーブ油などの植物油、及びオレイン酸エチルなどの注射用
有機エステル類が挙げられる。適切な流動性は、例えば、レシチンなどのコーティング材
料の使用、分散液の場合に必要な粒径の維持、及び界面活性剤の使用によって維持するこ
とができる。
【０２９７】
　選択される投与経路に関わらず、好適な水和形態で用いられてもよい本明細書に提供さ
れる薬剤、及び／又は本明細書に開示される医薬組成物は、当業者に公知の従来方法によ
って薬学的に許容可能な剤形に製剤化される。
方法
　特定の態様において、本明細書には、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＬＰ　Ｔｒｅｇの産
生を誘導する方法及び／又は自己免疫疾患、アレルギー反応及び／又は炎症性疾患など、
病的免疫応答に関連する疾患又は障害を治療又は予防する方法が提供される。一部の実施
形態において、疾患又は障害は炎症性腸疾患（例えばクローン病又は潰瘍性大腸炎）であ
る。
【０２９８】
　本明細書に記載される方法は、それを必要としている任意の対象の治療に用いることが
できる。本明細書で使用されるとき、「それを必要としている対象」には、病的免疫応答
に関連する疾患又は障害（例えば炎症性腸疾患）を有する任意の対象、並びにかかる疾患
又は障害に罹患する可能性が高い任意の対象が含まれる。
【０２９９】
　本明細書に記載される組成物は、例えば、慢性炎症性腸疾患、全身性エリテマトーデス
、関節リウマチ、多発性硬化症、又は橋本病などの自己免疫疾患；食物アレルギー、花粉
症、又は喘息などのアレルギー性疾患；クロストリジウム・ディフィシル（Ｃｌｏｓｔｒ
ｉｄｉｕｍ　ｄｉｆｆｉｃｉｌｅ）への感染などの感染症；ＴＮＦ媒介性炎症性疾患など
の炎症性疾患（例えば、回腸嚢炎などの炎症性胃腸管疾患、アテローム性動脈硬化症など
の心血管炎症性病態、又は慢性閉塞性肺疾患などの炎症性肺疾患）を予防又は治療する（
その有害作用を部分的又は完全に低減する）組成物；臓器移植又は組織拒絶反応が起こり
得る他の状況下での拒絶反応を抑制する医薬組成物；免疫機能を改善するサプリメント、
食品、又は飲料；又はエフェクターＴ細胞の増殖又は機能を抑制する試薬として使用する
ことができる。
【０３００】
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　一部の実施形態において、本明細書には、炎症性腸疾患を治療する方法が提供される。
炎症性腸疾患には、例えば、ある種の当該技術分野で認められている形態の関連病態群が
含まれる。幾つかの主要な形態の炎症性腸疾患が知られており、クローン病（限局性腸疾
患、例えば非活動型及び活動型）及び潰瘍性大腸炎（例えば非活動型及び活動型）が、こ
れらの障害のなかで最も一般的である。加えて炎症性腸疾患には、過敏性腸症候群、顕微
鏡的大腸炎、リンパ球性形質細胞性腸炎、セリアック病、膠原性大腸炎、リンパ球性大腸
炎及び好酸球性腸炎が包含される。他のそれほど一般的でない形態のＩＢＤとしては、分
類不能大腸炎、偽膜性大腸炎（壊死性大腸炎）、虚血性炎症性腸疾患、ベーチェット病、
サルコイドーシス、強皮症、ＩＢＤ関連異形成、異形成に関連する腫瘤又は病変、及び原
発性硬化性胆管炎が挙げられる。
【０３０１】
　一部の実施形態において、投与は、少なくとも１つのプレバイオティクス物質（例えば
、他のヒト片利共生細菌種の成長と比較して本組成物中の細菌種の成長に有利に働くプレ
バイオティクス物質）の投与と併用される。一部の実施形態において、プレバイオティク
ス物質は非消化性オリゴ糖である。一部の実施形態において、プレバイオティクス物質は
、アーモンド果皮、イヌリン、オリゴフルクトース、ラフィノース、ラクツロース、ペク
チン、ヘミセルロース、アミロペクチン、アセチル－Ｃｏ　Ａ、ビオチン、ビート糖蜜、
酵母エキス、及び難消化性デンプンである。
【０３０２】
　一部の実施形態において、本明細書に記載される組成物は、免疫抑制剤と併用して投与
される。免疫抑制剤の例としては、コルチコステロイド類、メサラジン、メサラミン、ス
ルファサラジン、スルファサラジン誘導体、免疫抑制薬、シクロスポリンＡ、メルカプト
プリン、アザチオプリン、プレドニゾン、メトトレキサート、抗ヒスタミン薬、グルココ
ルチコイド類、エピネフリン、テオフィリン、クロモリンナトリウム、抗ロイコトリエン
剤、抗コリン鼻炎薬、抗コリン鬱血除去薬、肥満細胞安定化薬、モノクローナル抗ＩｇＥ
抗体、ワクチン、抗ＴＮＦ阻害薬、例えば、インフリキシマブ、アダリムマブ、セルトリ
ズマブペゴール、ゴリムマブ、又はエタネルセプトなど、及びこれらの組合せが挙げられ
る。本明細書にはまた、細菌組成物と、コルチコステロイド類、メサラジン、メサラミン
、スルファサラジン、スルファサラジン誘導体、免疫抑制薬、シクロスポリンＡ、メルカ
プトプリン、アザチオプリン、プレドニゾン、メトトレキサート、抗ヒスタミン薬、グル
ココルチコイド類、エピネフリン、テオフィリン、クロモリンナトリウム、抗ロイコトリ
エン剤、抗コリン鼻炎薬、抗コリン鬱血除去薬、肥満細胞安定化薬、モノクローナル抗Ｉ
ｇＥ抗体、ワクチン、抗ＴＮＦ阻害薬、例えば、インフリキシマブ、アダリムマブ、セル
トリズマブペゴール、ゴリムマブ、又はエタネルセプトなど、及びこれらの組合せからな
る群から選択される少なくとも１つの物質とを含む組成物も記載される。
【０３０３】
　一部の実施形態において、本明細書に提供される方法は、本明細書に記載される組成物
の投与前又はその投与と併用して少なくとも１つの抗生物質を投与するステップを含む。
【０３０４】
　一部の実施形態において、本明細書に提供される方法は、本明細書に記載される組成物
の投与前に対象のミクロビオームを決定するステップを含む。一部の実施形態において、
対象に投与される細菌又は細菌の組合せの選択は、対象のミクロビオームの構成に基づき
決定される。
【０３０５】
　本明細書に記載される組成物中の細菌の実際の投薬量レベルは、特定の患者について所
望の治療応答を実現するのに有効な細菌の量が得られるように変えることができる。当該
技術分野の通常の技術を有する医師又は獣医師は、必要な組成物の有効量を容易に決定し
、処方することができる。
【０３０６】
　本明細書に開示される医薬組成物は、経口及び非経口を含め、任意の好適な投与経路に
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よって送達され得る。特定の実施形態において、医薬組成物は一般的に（例えば、経口又
は非経口投与によって）送達される。
【実施例】
【０３０７】
　実験手順
　マウス
　マウスは病原菌フリー施設又は無菌アイソレーターで飼育した。ＩＬ－３３投与のため
、組換えマウスＩＬ－３３（ＢｉｏＬｅｇｅｎｄ）に２μｇ／注射で隔日に７日間腹腔内
投与した。
リンパ球の調製及びフローサイトメトリー
　１ｍＭジチオスレイトール、２０ｍＭ　ＥＤＴＡ及び２％ＦＢＳを含有するＲＰＭＩに
よって腸組織を３７℃で１５分間処理して上皮細胞を除去した。次に組織を細かく刻み、
１．５ｍｇ／ｍｌコラゲナーゼＩＩ（Ｇｉｂｃｏ）、０．５ｍｇ／ｍｌディスパーゼ及び
１％ＦＢＳ含有ＲＰＭＩ溶液を含有するコラゲナーゼ溶液中で常に撹拌しながら３７℃で
４５分間解離させた。次に単一細胞懸濁液をろ過し、４％ＲＰＭＩ溶液で洗浄した。上皮
細胞を除去する最初のステップを除き、パイエル板も同様に処理した。リンパ節及び脾臓
は機械的に破壊した。
【０３０８】
　単一細胞懸濁液を、ＣＤ４、ＣＤ８、ＴＣＲ－ｂ、ＣＤ４５、ＩＬ－１７Ａ、ＩＦＮγ
、Ｈｅｌｉｏｓ（Ｂｉｏｌｅｇｅｎｄ）、Ｒｏｒγ、Ｆｏｘｐ３、ＳＴ２（（ｅＢｉｏｓ
ｃｉｅｎｃｅ）、Ｎｒｐ１（Ｒ＆Ｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ）、ビオチンにコンジュゲートした
抗ＳＴ２（ｍｄＢｉｏｐｒｏｄｕｃｔｓ）に対する抗体で染色した。サイトカイン分析の
ため、ＧｏｌｇｉＳｔｏｐ（ＢＤ　Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅｓ）の存在下において１０％Ｆ
ＢＳ、１０ｎｇ／ｍｌホルボール１２－ミリステート１３－アセテート（Ｓｉｇｍａ）、
１μＭイオノマイシン（Ｓｉｇｍａ）を含有するＲＭＰＩで細胞を３．５時間処理した。
サイトカイン及び転写因子の細胞内染色のため、細胞を表面マーカーに関して染色し、ｅ
Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅ　Ｆｉｘ／Ｐｅｒｍ緩衝液に一晩固定し、続いて抗体の存在下にお
いてｅＢｉｏｓｃｉｅｎｃｅ透過処理緩衝液で４５分間透過処理した。細胞をＢＤ　ＬＳ
ＲＩＩで捕捉し、ＦｌｏｗＪｏ（Ｔｒｅｅ　Ｓｔａｒ）ソフトウェアで分析を行った。
遺伝子発現プロファイリング
　細胞をＭｏＦｌｏソーターを使用してＴＲＩｚｏｌ（Ｉｎｖｉｔｒｏｇｅｎ）に二重選
別した。試料は全て、デュプリケート又はトリプリケートで作成した。試料処理及びデー
タ解析はＧｅｎｅＣｈｉｐマウスゲノムＭ１．０　ＳＴチップアレイ（Ａｆｆｙｍｅｔｒ
ｉｘ）でＤ．Ｃｉｐｏｌｌｅｔｔａ　ｅｔ　ａｌ．，Ｎａｔｕｒｅ　４８６，５４９（２
０１２）（本明細書によって参照により援用される）に記載されるとおり行った。
ＴＮＢＳ大腸炎
　肩の間の剃毛した皮膚に１％ＴＮＢＳ（４：１アセトン：オリーブ油溶液中に調製した
）を投与することによってマウスを脱感作させた。１週間後、麻酔下のマウスに５０％エ
タノール中のマウス１グラム当たり１５０～２００μｇのＴＮＢＳ（Ｓｉｇｍａ）を細径
の鈍針によって直腸内投与することにより大腸炎を誘導した。無菌マウス及びＳＰＦマウ
スの両方で使用するＴＮＢＳのバッチ毎にＴＮＢＳ濃度を最適化した。肛門縁から４ｃｍ
近位に針の先端を挿入し、注射後少なくとも１分間はマウスを垂直位置に保持した。全て
のマウスを毎日観察及び秤量し、直腸内ＴＮＢＳ投与後４日目、疾患のピーク時に犠牲に
した。体重減少、組織学、結腸の直径、及び便の外観に基づき総合大腸炎スコアを計算し
た。ノトバイオートマウスに対するＴＮＢＳ誘導のため、先述のとおり、ＴＮＢＳ投与前
の２週間にわたりマウスに単一の細菌種を定着させた。体重減少は以下のとおりスコア化
した：０、０～４％の体重減少又は体重増加；１、４～１０％の体重減少；２、１０～１
５％の体重減少；３、１５～２０％の体重減少；４、２０％を超える体重減少。便の外観
は以下のとおり評価した：０、硬い；１、軟便；２、下痢；３、血性下痢。結腸の厚さは
直径の差に基づき評価した（Δ直径＝ＴＮＢＳ処理した結腸の直径－未処理の結腸の直径
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）：０、変化なし；１、Δ直径＜１ｍｍ；２、Δ直径＝１～２ｍｍ；３、Δ直径＝２～３
ｍｍ；４、Δ直径＞３ｍｍ。
【０３０９】
　組織学
　結腸をブアン固定液で固定し、薄切し、ヘマトキシリン・エオシンで染色した。結腸の
遠位部の炎症の程度を以下のとおり０～４段階に分けた：０、正常なインタクトな構造；
１、インタクトな構造を有する軽度の炎症；２、白血球の浸潤及び幾らかの構造損傷；３
、構造の完全な喪失を伴う重度の炎症；４、組織の壊死。
バイオインフォマティクス及び統計分析
　有意性はスチューデントｔ検定によって評価した。必要な場合には対応のあるｔ検定を
用い、＜０．０５のｐ値を統計学的に有意と見なした。
【０３１０】
　マイクロアレイデータは、ＧｅｎｅＰａｔｔｅｒｎソフトウェアパッケージに実装され
ているロバストマルチアレイ平均（ＲＭＡ）アルゴリズムを用いてバックグラウンド補正
及び正規化を行い、レプリケートを平均した。変動係数を＞０．２５に設定した試料のい
ずれかにおいて少なくとも１２０の平均発現値を有する遺伝子を分析した。脾臓Ｔｒｅｇ
と比較した結腸Ｔｒｅｇ又はＲｏｒγ－　Ｔｒｅｇと比較したＲｏｒγ＋　Ｔｒｅｇに過
多又は過少に存在した遺伝子は、それぞれ少なくとも２倍又は１．５倍の差次的発現によ
って決定した。脾臓と比較して組織のいずれかに２倍以上過多又は過少に存在する遺伝子
のクラスタリングにより、結腸優先的及び組織特異的遺伝子クラスターを決定した。階層
クラスタリング分析は、全ての比較でピアソン相関を使用した。全ての非リンパ系組織と
比較して結腸Ｔｒｅｇに１．５倍以上過多又は過少に存在した遺伝子を結腸優先的と見な
した。ｐ値＞０．０５及び０．１のＦＤＲを有する遺伝子を有意と見なした。
【０３１１】
　実施例１：結腸調節性Ｔ細胞によるＲｏｒγの発現
　結腸又は脾臓からの高度に精製したＣＤ４＋ＦｏｘＰ３＋　Ｔｒｅｇ（Ｆｏｘｐ３ｉｇ

ｆｐレポーターマウス由来、Ｂｅｔｔｅｌｌｉ　ｅｔ　ａｌ．，Ｎａｔｕｒｅ　４４１，
２３５（２００６）（本明細書によって参照により援用される）に記載される）の遺伝子
発現プロファイルを比較したところ、９３３個の差次的転写物（倍数変化＞２及びＦＤＲ
＜０．１で；図１Ａ（上）、図２）が明らかになった。これらの差次的転写物のうち、幾
つかの重要なシグナル伝達及びエフェクター経路（Ｉｃｏｓ、Ｇｚｍｂ、Ｌａｇ３、Ａｒ
ｅｇ、ＩＬ１ｒｌ１を含む；図１Ａ（上））が他の組織Ｔｒｅｇによって所々共有された
が、約３９％（他の組織と比較して結腸特異的バイアス＞１．５倍で）は結腸Ｔｒｅｇで
優先的な発現を有した（Ｉｌ１０、Ｃｔｌａ４、Ｈａｖｃｒ２、Ｃｃｌ２０、Ｊａｋ２、
Ｆｏｓｌ２を含む；図１Ａ（下））。対応して、Ａｈｒ、Ｅｐａｓ１、Ｈｅｙ１、Ｂｃｌ
６、Ｎｐａｓ２、Ｎｒ１ｄ１、及びＭａｆを含めた幾つかの転写因子が結腸で過剰発現し
た。これらの転写因子のうち最も大きい差を示したのは、Ｒｏｒｃ（Ｒｏｒγをコードす
る遺伝子；図１Ｂ、図１Ｃ）であった。Ｒｏｒγは自然及び適応免疫細胞分化の多くの側
面を制御し、ＩＬ１７産生ＣＤ４＋　Ｔ細胞（Ｔｈ１７）の主要な調節因子として、及び
ｉＴｒｅｇ及びＴｈ１７が選択的細胞運命を表すインビトロ分化の間のＦｏｘＰ３の相互
アンタゴニストとして知られている（Ｋｏｒｎ　ｅｔ　ａｌ．，Ａｎｎｕ．Ｒｅｖ．Ｉｍ
ｍｕｎｏｌ　２７，４８５（２００９）（本明細書によって参照により援用される）にレ
ビューされている）。
【０３１２】
　フローサイトメトリーにより、結腸ＣＤ４＋ＦｏｘＰ３＋　Ｔｒｅｇの大部分が、脾臓
又はリンパ節（ＬＮ）には概して存在しない表現型であるＲｏｒγを実に発現した（成体
ＳＰＦマウスの４０～６０％）ことが確認された（図１Ｃ）。胸腺由来のＴｒｅｇのマー
カーと考えられているＨｅｌｉｏｓ及びＮｒｐ１（Ｂｉｌａｔｅ　ａｎｄ　Ｌａｆａｉｌ
ｌｅ，Ａｎｎｕ．Ｒｅｖ．Ｉｍｍｕｎｏｌ．３０，７３３（２０１２）（本明細書によっ
て参照により援用される）にレビューされている）は、結腸Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇに存在
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しなかった（図１Ｄ、図３Ａ）。ＲｏｒγとＨｅｌｉｏｓとを組み合わせると、結腸Ｔｒ
ｅｇの３つの異なるサブセットが区別され、Ｒｏｒγ＋はＨｅｌｉｏｓ－細胞の大多数を
表した（図１Ｄ、図３Ａ左）。このパターンはまた他の組織のＴｒｅｇ細胞にも見られ、
ＲＮＡデータと一致した。Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇはまた、小腸及び再生筋肉にも検出され
たが、但し頻度は低かった（図１Ｅ）。Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇは、ほとんどがＨｅｌｉｏ
ｓ＋であったＩＬ－３３受容体を発現するものとは異なった（図１Ｄ、図３Ｂ）。慢性炎
症又は癌においてＩＬ－１７及びＲｏｒγを発現するまれなＴｒｅｇが観察されており、
通常高レベルのＨｅｌｉｏｓを伴うことから胸腺起源が示唆される（Ｄｕ　ｅｔ　ａｌ．
，Ｊ．Ｌｅｕｋｏｃ．Ｂｉｏｌ．９６，３９（２０１４）（本明細書によって参照により
援用される）にレビューされている）。結腸Ｒｏｒγ＋　ＴｒｅｇにおけるＩＬ－１７産
生を試験した。小腸ＬＰにおけるＩＬ－１７発現Ｔｒｅｇの明らかなサブセットと対照的
に、結腸Ｒｏｒγ＋　ＴｒｅｇはＩＬ－１７Ａ又はＦを分泌しなかった（図１Ｆ）。
【０３１３】
　実施例２：特定の腸内微小細菌種はＲｏｒγ＋調節性Ｔ細胞を誘導する
　結腸Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇ集団の特性は、腸内微生物叢との関連性を示唆した。無菌（
ＧＦ）マウスは、そのコンベンショナル飼育した特定病原体除去（ＳＰＦ）対応動物と比
べてはるかに低い割合のＲｏｒγ＋　Ｔｒｅｇを有した（図４Ａ）。ＳＰＦマウスの通常
の成熟中、Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇは１５～２５日齢の間に現れ（図４Ｂ）、固形食への移
行に伴って起こる腸内微生物叢の急激な変化と一致した。興味深いことに、Ｒｏｒγ＋　
ＴｒｅｇはＲｏｒγ－Ｈｅｌｉｏｓ－表現型を有する細胞の数日後に現れた。成体マウス
を経口抗生物質処置するとＲｏｒγ＋　Ｔｒｅｇが強い影響を受け（図４Ｃ）、広域併用
（バンコマイシン、ネオマイシン、メトロニダゾール、アンピシリン「ＶＭＮＡ」）の後
には大幅に低下したが、個々の抗生物質はほとんど又は全く効果を及ぼさず、幾つかの微
生物の寄与が示唆された。
【０３１４】
　ヒト胃腸管の微生物叢から選択した細菌種のパネルについて、Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇの
産生を誘導するその能力を試験した。細菌は、ＡＴＣＣ、ＢＥＩ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ、
又はＧｅｒｍａｎ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍｓ　ａｎ
ｄ　Ｃｅｌｌ　Ｃｕｌｔｕｒｅｓ（ＤＳＭＺ）から入手するか、又はハーバード大学医学
大学院（Ｈａｒｖａｒｄ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｓｃｈｏｏｌ）の研究室のコレクションから
入手した。嫌気性細菌は嫌気性チャンバ内３７℃において厳密に嫌気性の条件下（８０％
Ｎ２、１０％Ｈ２、１０％ＣＯ２）で培養した。
【０３１５】
　無菌Ｃ５７ＢＬ／６Ｊを無菌アイソレーターに維持し、４週齢で強制経口投与によって
単一の細菌種を接種し、次にノトバイオートアイソレーターで飼育した。２週間後、マウ
スを犠牲にし、結腸組織を採取し、管腔内容物を取り除き、１ｍＭ　ＤＴＴ、２０ｍＭ　
ＥＤＴＡ及び２％ＦＢＳを含有するＲＰＭＩによって３７℃で１５分間処理して上皮細胞
を除去した。次に結腸組織を細かく刻み、コラゲナーゼ溶液（ＲＰＭＩ中１．５ｍｇ／ｍ
ｌコラゲナーゼＩＩ（Ｇｉｂｃｏ）、０．５ｍｇ／ｍｌディスパーゼ及び１％ＦＢＳ）中
３７℃で４５分間常に撹拌しながら解離させた。次に単一細胞懸濁液をろ過し、ＲＰＭＩ
緩衝液で洗浄し、ＣＤ４、ＣＤ８、ＴＣＲ－β、ＣＤ４５に対する抗体で染色し、次にｅ
Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅ　Ｆｉｘ／Ｐｅｒｍ緩衝液で一晩固定し、続いてコンジュゲート抗
Ｆｏｘｐ３及び抗Ｒｏｒγ抗体の存在下においてｅＢｉｏｓｃｉｅｎｃｅ透過処理緩衝液
で４５分間透過処理した。細胞をＢＤ　ＬＳＲＩＩフローサイトメーターで分析し、Ｆｌ
ｏｗＪｏ（Ｔｒｅｅ　Ｓｔａｒ）ソフトウェアでデータ分析を行った。ＣＤ４＋ＦｏｘＰ
３＋　Ｔｒｅｇ細胞の全集団内におけるＲｏｒγ＋　Ｔｒｅｇの割合を決定し、操作して
いない無菌マウスとの差の有意性を両側スチューデントｔ検定を用いて決定した。ベンジ
ャミニ－ホッホバーグ（Ｂｅｎｊａｍｉｎｉ－Ｈｏｃｈｂｅｒｇ）の手順を用いて偽発見
率を推定した。
【０３１６】
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　幾つもの微生物が結腸Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇを再現性のある応答度合いで誘発し、一部
についてはＳＰＦマウスと同程度の頻度であった（図４Ｄ及び図５）。Ｒｏｒγ＋　Ｔｒ
ｅｇのこの復元は細菌負荷とは無関係であり、炎症は伴わなかった（図６）。Ｒｏｒγ＋

　Ｔｒｅｇ（及びより一般的にはＦｏｘＰ３＋　Ｔｒｅｇ）を誘導する能力を有する細菌
は、幾つかの門及び属に属した。結腸Ｔｒｅｇ産生を促進する能力はバクテロイデス属（
Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ）内で異なった（Ｂ．テタイオタオミクロン（Ｂ．ｔｈｅｔａｉ
ｏｔａｏｍｉｃｒｏｎ）で高い割合、Ｂ．フラギリス（Ｂ．ｆｒａｇｉｌｉｓ）で低い割
合）。より広いバクテロイデス属（Ｂａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ）パネルを評価した（図４Ｅ
及び図５）。ここでもまた、結腸Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇを誘導する能力は様々であること
が観察された。結腸Ｒｏｒγ＋　ＴｒｅｇはＧＦ定着直後には現れず、数日経って初めて
現れた。ここでもまた、Ｒｏｒγ＋Ｈｅｌｉｏｓ－　ＴｒｅｇはＲｏｒγ－Ｈｅｌｉｏｓ
－細胞に続いて現れ（図４Ｆ）、Ｒｏｒγ－Ｈｅｌｉｏｓ－細胞が最初の分化中間体であ
り、その後にＲｏｒγの誘導があることが示唆される。
【０３１７】
　実施例３：Ｒｏｒγ欠損マウスにおける調節性腸Ｔ細胞の減少
　Ｆｏｘｐ３－ｃｒｅ　Ｒｏｒｃｆｌ／ｆｌマウスを作成した。かかるマウスはＲｏｒｃ
のＴｒｅｇ選択的欠損を有する。これらのマウスは全身的なＴｒｅｇ欠損又はｓｃｕｒｆ
ｙ様病変を示さないが、全結腸Ｔｒｅｇの量、及びより具体的にはＨｅｌｉｏｓ－　Ｔｒ
ｅｇの量が減少した（図７）。Ｆｏｘｐ３－ｃｒｅ　Ｒｏｒｃｆｌ／ｆｌマウスにおける
Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇの喪失にはＦｏｘＰ３－コンベンショナルＣＤ４＋　Ｔ細胞の間で
のＩＬ－１７及びＩＦＮγ産生の増加が付随し（図８Ａ）、Ｒｏｒγの非存在下における
結腸Ｔｒｅｇの調節活性の低下が示唆された。この点を確かめるため、Ｆｏｘｐ３－ｃｒ
ｅ　Ｒｏｒｃｆｌ／ｆｌマウスをトリニトロベンゼンスルホン酸（ＴＮＢＳ）誘導性大腸
炎モデルで評価した。Ｆｏｘｐ３－ｃｒｅ．Ｒｏｒｆｌ／ｆｌマウスは疾患重症度の有意
な増悪を示し、これは全体的な大腸炎スコア及び組織病理学に反映された（図８Ｂ及び図
８Ｃ、図９）。種々のレベルのＲｏｒγ＋　Ｔｒｅｇを誘導する微生物を単一定着させて
且つＴＮＢＳ感作モデルで抗原投与したＧＦマウスでは、Ｒｏｒγ＋　Ｔｒｅｇの頻度と
大腸炎スコアとの間の有意な相関が観察された（図８Ｄ）。これらの結果は、結腸恒常性
におけるＲｏｒγ＋　Ｔｒｅｇの必須の役割を実証している。
【０３１８】
　実施例４：Ｒｏｒγ＋調節性Ｔ細胞におけるＲｏｒγ機能
　Ｒｏｒγ＋　ＴｒｅｇにおいてＲｏｒγはどのような転写物を制御するのか、及びこの
詳細なＴｒｅｇ系統を特定する必要があるかどうかもまた調べた。Ｒｏｒγ＋及びＲｏｒ
γ－結腸Ｔｒｅｇ（Ｆｏｘｐ３ｔｈｙ１．１及びＲｏｒｃｇｆｐレポーターマウスの交雑
種由来）の遺伝子発現プロファイルを比較した。結腸Ｔｒｅｇシグネチャの全てではない
が一部の転写物、特にＩｌ２３ｒ、Ｃｘｃｒ３、Ｔｂｘ２１及びＨａｖｃｒ２においてＲ
ｏｒγ－　Ｔｒｅｇと比べてＲｏｒγ＋　Ｔｒｅｇがエンリッチされた（図１０Ａ）。Ｃ
ｘｃｒ３を含めた対応するタンパク質の一部の優先的な発現を検証した（図１０Ｂ）。Ｉ
ｌ１ｒｌ１（ＩＬ－３３Ｒをコードする）、Ｎｒｐ１及びＩｋｚｆ２が、Ｒｏｒγ＋　Ｔ
ｒｅｇにおいて過少に存在した。
【０３１９】
　次に、Ｒｏｒγ－依存性Ｔｈ１７細胞の古典的誘導物質であるセグメント細菌（Ｓｅｇ
ｍｅｎｔｅｄ　Ｆｉｌａｍｅｎｔｏｕｓ　Ｂａｃｔｅｒｉａ）を定着させたマウス、又は
定着させていないマウスの小腸由来のＣＤ４＋　Ｔ細胞の比較から定義されるとおりの、
コンベンショナルＴｈ１７細胞のＲｏｒγ依存性シグネチャに、結腸ＴｒｅｇにおけるＲ
ｏｒγと関連付けられる転写物がどのように関係するかを調べた（図１０Ｃ）。古典的Ｔ
ｈ１７シグネチャのほとんどは、結腸ＴｒｅｇのＲｏｒγと相関を有さず（図１０Ｃ）、
共有された転写物はごく少数であった（例えばＲｏｒｃそれ自体、Ｉｌ２３ｒ、Ｃｃｌ２
０、並びにＩｌ１７ａ）。対照的に、結腸ＴｒｅｇのＲｏｒγはＴｒｅｇ優先転写物に特
異的に関連した（図１０Ｃ、例えばＨａｖｒｃ２、Ｌａｇ３、Ｔｂｘ２１）。
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【０３２０】
　参照による援用
　本明細書に挙げられる全ての刊行物、特許、及び特許出願は、各個別の刊行物、特許又
は特許出願を参照によって援用することが具体的且つ個別的に示されたものとして本明細
書によって全体として参照により援用される。矛盾が生じる場合、本明細書における任意
の定義を含め、本願が優先するものとする。
【０３２１】
　均等物
　当業者は、本明細書に記載される発明の具体的な実施形態の多くの均等物を認識し、又
はルーチン以下の実験を用いて確かめることができるであろう。かかる均等物は以下の特
許請求の範囲に包含されることが意図される。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】

【図１Ｅ】
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【図４Ｂ】

【図４Ｃ】
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